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絵金文化を未来へつなぐまちづくりに取り組む
　　　　　　　「NPO 法人すてきなまち・赤岡プロジェクト」の情報発信誌

登録有形文化財となる赤れんが商家で、ゆっくりパンケーキやハン
ドアロマ、和裁を楽しみながら過ごしませんか。入り口には赤れん
が商家のかつての当主であり、初代村長でもある小松与右衛門の来
歴を知ることのできる展示も用意しています。ぜひ赤れんが商家で
ゆっくりとした時間をお過ごしください！

変わりゆく毎日を穏やかに過ごせるアロマと介護の方法に
ついてお伝えするミニ講座。介護に携わる方であればどな
たでも参加OK！介護に疲れた、心が乱れてしまう、誰にも
言えない悩みがある、もっと優しい介護をしたい。一つで
も当てはまる方にぜひお伝えしたい講座です。

参加費：無料
参加定員：10名
講師：井上愛恵
　　　（介護福祉士・アロマセラピスト）
申し込み：050-5899-0258（北山）

今年度は土蔵の修繕を進めていきます。修繕に先駆けて土蔵の片付けと建物調査を行っていきます。
※ワークショップの内容は、変更する可能性もございます。詳細はFacebook・Instagram等でも発信し
ておりますので、ご確認ください。お手伝いよろしくお願いいたします(^○^)

修繕ワークショップ

＊お昼ご飯を600円でご用意しています。
＊ボランティア保険に加入しています。

＊汚れてもよい服装でお越しください。
＊申し込み：050-5899-0258（北山）

パンケーキと
コーヒーセット
 800円

（活動寄付金として
いただいております。）

（土）

同日
開催

《12:00~16:00》

《11:00~12:00》

《9:30~16:00》

赤れんが商家オリジナルてぬぐいを

使った東袋（あずまぶくろ）もお作り

いただけます。（手拭い代:2000円）

4
13

パンケーキCAFEと和裁士さん

介護福祉士アロマセラピストが伝えるアロマと介護

純粋アロマのプチマルシェ

（日）

4
14

3月のパンケーキはスキレットを使って焼いたパンケーキ
でした！写真はホイップバターとはちみつトッピングです♪

3つのステップで充実のハンドトリートメント体験を
同時開催いたします！



今日は赤岡を飛び出して、お隣岸本の吉川染物店店主吉川毅さんにお話を聞きました！

　高知の節句に欠かせない「フラフ」「土佐凧」などを制作していらっしゃる吉川家。皆さんの

中でもお子さんのフラフを注文した方はいるのはないでしょうか。絵金の弟子としても知ら

れている4代前の金太郎さんにはじまり、その後、娘の婿の馬太郎さん、半蔵さん、登志之さ

ん、そして現在の毅さんと続いてきます。それぞれ書ききれないほどのエピソードを教えて

いただきましたが、特に「馬太郎さんの奥さんの方が絵がうまかった」や「半蔵さんは画家に

なりに東京に出たかったけれど、皆が止めて、家業を継いだ」などなど、平凡に家業をついだ

だけではない紆余曲折の人生を知ることができました。
 一番印象深かったのはお父様登志之さんのお話。生涯現役で職人として生きてきた方です

が、若い頃はやんちゃな方だったたようです。しかしみんなあに愛される、いわいる「人たら

し」な方。そんな登志之さんと息子の毅さんの時を超えたすてきなエピソードがあります。数

年前、静岡のサービスエリアに来ていた毅さん。ふと目に留まったご婦人がいました。何と

無しに、話しかけてみたら、その方の上着は、「高知でつくったフラフをあつらえ直したもの」

とのこと。さらに詳しく聞いてみると、なんと登志之さんが作ったフラフだと分かりました。

 高知から遠く離れた場所での偶然の出会い。モノづくりのよさというのは、こういう瞬間に感じるものではないでしょうか。

香宗川

あかおか駅（土佐くろしお鉄道）

赤れんが商家

赤岡小学校
絵金蔵

弁天座
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連絡先：088-864-5583 （ T E L ・ F A X ）akaokaakarenga@gmail.comFacebook：https://www.facebook.com/akaokamachiya

本活動は、（公社）高知県建築士会青年委員会の後援・（公財）高知県文化財団の助成により行われています。

本プロジェクトは関係機関と連携して初代赤岡村長の邸宅「赤れんが商家」の再生・活用へ向けた運営に

取り組むとともに、香南市の地域資源を生かしたまちづくりに寄与することを目的とした団体です。

Adress：香南市赤岡町773赤れんが商家へのアクセス:高知龍馬空港から東に約5km

報告

ご前中は、ヨガで体を動かし、気持ち良い汗を流し、午後からはふわふわのおしゃれなパンケーキでお腹を満たし、赤れんがのお庭をどのようにしていくか皆で意見を出し合いました‼

ご前中は、ヨガで体を動かし、気持ち良い汗を流し、午後からはふわふわのおしゃれなパンケーキでお腹を満たし、赤れんがのお庭をどのようにしていくか皆で意見を出
のようにしていくか皆で意見を出

今年も赤れんが商家ではイベント盛り沢山でした‼
怪談噺を朗読劇でお送りした「晩夏奇譚」、裏庭ビアガーデン、
「絵金、闇を塗る」 出版記念　木下昌輝先生サイン会、かき氷
の振る舞い、荷物一預かり所を行いました。詳細は来月号にて掲載いたします☆
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定員になり
次第締め切

らせていた
だきます。

【続・こ
れからの

活動予定
】赤れん

が商家で
の活動を

知っても
らい、親

しんでも
らい、そ

して自

分たちの
まちのこ

ととして
捉えても

らいたい
という思

いから、
絵金祭り

等に合わ
せた催し

や赤

れんが商
家でのイ

ベントを
行ってい

きます。

初
代
赤
岡
村
長
の
旧
邸
宅
「
赤
れ
ん
が
商
家
」
の
再
生

活
用
を
通
し
て
、
実
践
的
な
学
び
の
場
と
、
持
続
的
な

ま
ち
づ
く
り
の
可
能
性
を
模
索
し
ま
す
。

は
じ
め
ま
し
て
！
「
絵
金
の
ま
ち
・
赤
岡
町
家

再
生
活
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
す
！
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岡
山
か
ら
の
お
客
様
を
お
迎
え
し
て
、
地
場
産
業
に

光
を
当
て
た
ま
ち
あ
る
き
を
行
い
ま
す
。

木
や
竹
を
使
っ
た
も
の
づ
く
り
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
も
企
画
し
て
い
ま
す
！

　拙
い
「
あ
か
お
か
わ
ら
ば
ん
」
を
こ
こ
ま
で
読
ん
で
く
だ
さ
い
ま
し
て
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。ま
だ
昨
年
末
に
始
ま
っ
た
ば
か
り
の
さ
さ
や
か
な
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
す
が
、
こ
こ
ま
で
進
ん
で
こ
ら
れ
た
の
は
、
地
域
の
皆
様
の
温
か
い
ご
支

援
と
、
多
く
の
方
々
の
ご
協
力
の
お
か
げ
で
す
。
こ
ん
な
隅
っ
か
ら
で
は
ご
ざ
い

ま
す
が
、
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ぜ
ひ
、
率
直
な
ご
意
見
な
ど
を
い
た
だ

け
ま
す
と
あ
り
が
た
く
存
じ
ま
す
。
引
き
続
き
ご
支
援
を
賜
れ
ま
す
よ
う
、
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。 

　
　（088-864-5583

　

kitayam
a@
ce.kochi-ct.ac.jp

）

Facebook

も
や
っ
て
ま
す
！http

s://w
w
w
.faceb

ook.com
/akaokam

achiya

絵
金
の
ま
ち
・
赤
岡
町
家
再
生
活
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
代
表 

高
知
高
専 

北
山
め
ぐ
み

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
公
益
信
託
大
成
建
設
自
然
・
歴
史
環
境
基
金
、
ハ
ウ
ジ
ン
グ
ア
ン
ド
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

財
団
の
助
成
、
高
知
県
建
築
士
会
青
年
委
員
会
の
後
援
に
よ
り
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
に
謝
意
を
表
し
ま
す
。

本プロジェクトは、公益信託大成建設自然・歴史環境基金、
ハウジングアンドコミュニティ財団の助成、高知県建築士会
青年委員会の後援により行われています。
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代表：高知工業高等専門学校 環境都市デザイン工学科　北山 めぐみ
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Facebook：https://www.facebook.com/akaokamachiya
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手回しかき氷機でかき氷をつくる高専生
（写真提供：毎日新聞 錦織祐一記者）

蚊帳を利用したスクリーンでの活動紹介

商家も絵金祭りに合わせた装いです

第
　
回
絵
金
祭
り
に
あ
わ
せ
て
赤
れ
ん
が
商
家
で
は
、
活
動
の
　
を

兼
ね
た
一
般
公
開
と
活
動
資
金
の
募
金
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
PR

39 浴
衣
、
か
き
氷
、
線
香
花
火
、
蚊
取
り
線
香
の
香
り
、

ど
こ
に
で
も
あ
っ
た
「
日
本
の
夏
」
を
楽
し
む
２
日
間
。
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【全戸配布試
行版】

延
藤
先
生
を
迎
え
て
幻
燈
会
を
開
催
。

こ
れ
か
ら
の
進
め
方
を
考
え
ま
し
た
！

5 年 11

ト
　
去
る
十
月
十
一
日
、わ
た
し
た
ち
は
、赤

岡
の
ま
ち
づ
く
り
に
十
五
年
間
携
わ
っ
て

き
た
延
藤
安
弘
先
生（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ま
ち

の
縁
側
育
み
隊
代
表
理
事
）を
講
師
に
迎

え
、赤
岡
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
考
え

行
い
ま
し
た
。「
ま
ち

づ
く
り
に
終
わ
り
は

な
い
け
れ
ど
、人
の

★
お
そ
う
じ
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ

　
十
一
月
三
日（
火・祝
）

　
十
三
時
〜
十
七
時
ま
で

座
敷
の
畳
張
り
替
え
作
業
を

行
い
ま
す
。軍
手
、ボ
ロ
雑
巾

を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

★
ア
ン
ケ
ー
ト
の
お
願
い

　
赤
れ
ん
が
商
家
の
活
用
方

法
に
つ
い
て
、赤
岡
町
に
お
住

い
の
皆
様
か
ら
ご
意
見
を
頂

戴
し
た
く
、ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
実
施
す
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。学
生
及
び
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
メ
ン
バ
ー
が
お
宅
を
回
り

ま
す
。ご
不
在
の
場
合
は
郵

便
受
け
に
投
函
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。お
忙
し
い
と
こ

ろ
恐
れ
入
り
ま
す
が
、ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

★「
秋
の
産
業
観
光
ツ
ア
ー
」

を
実
施
し
ま
す
！

　
地
場
産
業
を
巡
る
ま
ち
あ

る
き
第
二
弾
を
、十
一
月
二
十

日
に
行
い
ま
す
。今
回
は「
赤

岡
青
果
市
場
」か
ら
ス
タ
ー

ト
。岡
山
県
か
ら
の
お
客
様
、

み
ん
な
で
歓
迎
し
ま
し
ょ
！

★「
冬
の
夏
祭
り
」イ
ベ
ン
ト

　
冬
の
夏
祭
り
が
十
二
月
五

日
、六
日
に
行
わ
れ
ま
す
。私

た
ち
も
赤
れ
ん
が
商
家
と
赤

岡
の
ま
ち
を
舞
台
に
イ
ベ
ン

ト
を
行
う
予
定
で
す
。ど
う

ぞ
赤
れ
ん
が
商
家
へ
遊
び
に

来
て
く
だ
さ
い
ね
！

赤岡ラブラブス
ポット等ユニー

クな

発想を生かそ
う。

これからの進め
方　10項目！

可能性開くに
は新しい多様

な担い手

と老体にムチう
つ人々のカップ

リング。

連綿と人々が
集まる場所に

すると家と

ご先祖様が喜
ぶ。

我流に何か出
来ることを持ち

寄って、

協働の花を咲
かせよう。

正味、木造とレ
ンガ、和洋の混

合体は

地域のホンマの
宝。

さらに赤岡スタ
イルに磨きをか

け全国に

発信しよう。

かわら版発行
しながらPR告

知を継続的に
。

傷みを手当てし
赤い家の生命

を守り育み

続けよう。

生活まるごと博
物館として、小

学生から

お年寄りまでの
居場所にしよう

。

いやなトラブル
をエネルギー

に変えよう。

あ
か

商
家
さ
い
せ
い

れ

が
ん

る
イ
ベ
ン
ト
、「
赤
岡・赤

れ
ん
が
商
家
幻
燈
会
」を

開
き
ま
し
た
。地
域
住

民
や
、商
家
の
再
生
活
用

に
取
り
組
む
高
知
高
専
生

と
そ
れ
を
支
援
す
る
若
手

建
築
士
な
ど
約
三
十
人
が

参
加
。普
段
は
静
か
な
赤

れ
ん
が
商
家
の
座
敷
が
熱

気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　
幻
燈
会
で
、延
藤
先
生

は
、商
家
再
生
の
参
考
事

例
と
し
て
、名
古
屋
市
に

建
つ
大
正
時
代
の
邸
宅
を

改
装
し
た「
橦
木
館
」、旧

日
銀
岡
山
支
店
を
改
装
し

た「
ル
ネ
ス
ホ
ー
ル
」、都

市
化
が
進
む
台
湾
で
原
住

民
の
生
活
を
大
切
に
し
た
地
域
づ
く
り
を
行

う「
台
湾
都
市
原
住
民
居
住
地
」の
３
事
例
を

紹
介
。中
で
も
橦
木
館
は
、赤
れ
ん
が
商
家
と

同
様
に
、取
り
壊
し
の
危
機
に
瀕
し
た
際
、市

民
ら
が
ア
イ
デ
ィ
ア
を
出
し
合
い
、「
も
の
づ

く
り
教
室
」や
蔵
を
活
用
し
た
バ
ー
な
ど
、ま

ち
の「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス
」化
に
取
り
組

み
、行
政
に「
保
存
と
活
用
」を
決
断
さ
せ
た

そ
う
で
す
。名
古
屋
を
訪
れ
る
機
会
が
あ
れ

ば
、ぜ
ひ
見
学
し
て
み
て
く
だ
さ
い
ね
。

　
そ
の
後
、参
加
者
全
員
で
意
見
交
換
会
を

お
し
ら
せ

体
力
に
は
限
界
が
あ
る
。若
者
、年
配
が
協
力

し
て
で
き
る
こ
と
か
ら
や
る
べ
き
」、「
家
、ま

ち
、人
、す
べ
て
の
存
在
に
は
命
が
あ
り
無
駄

な
も
の
は
何
も
な
い
」、「
長
い
間
ま
ち
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
き
た
が
、空
き
家
再
生
は

今
ま
で
で
き
な
か
っ
た
。『
ウ
チ
』と『
ソ
ト
』の

力
を
合
わ
せ
て
や
っ
て
い
き
た
い
」な
ど
、様

々
な
観
点
か
ら
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。ま

た
、こ
れ
ら
の
意
見
を
踏
ま
え
て
延
藤
先
生

は
、今
後
の
商
家
の
再
生
・
活
用
に
向
け
た「

こ
れ
か
ら
の
進
め
方
」十
項
目
を
示
さ
れ
ま

し
た
。頭
文
字
を
連
ね
て
読
む
と
、「
あ
・
か
・

れ
ん・が・商・家・さ・い・せ・い（
図
参
照
）」

の
文
字
が
浮
か
び
上
が
り

ま
す
！
素
敵
な
励
ま
し
を

胸
に
、地
域
の
み
な
さ
ま
を

は
じ
め
、隣
町
か
ら
県
外
ま

で
た
く
さ
ん
の
人
々
と
手

を
携
え
、こ
の
活
動
を
深
め

て
い
こ
う
と
新
た
な
決
意

を
し
ま
し
た
。ま
ち
の
ペ
ー

ス
に
寄
り
添
い
、歩
み
は
遅

く
と
も
着
実
に
進
ん
で
い

き
ま
す
。変
わ
ら
ぬ
ご
支
援

ご
指
導
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。（
北
山

め
ぐ
み・校
正 

最
上
和
喜 

）

これからの進
め方10項目を

お披露目！

みんなぁの意
見に耳を傾け

ます

分かりやすい
言葉で語りか

ける延藤安弘
先生

発行：201  月　発行元：絵金のまち・赤岡町家再生活用プロジェク5 年 12 ト

★「
冬
の
夏
祭
り
」

　十
二
月
五
日
、六
日
は
第

二
十
一
回
冬
の
夏
祭
り
。赤
れ

ん
が
商
家
で
は
、『
赤
れ
ん
が

時
代
紀
行
』と
題
し
て
、商
家

の
歴
史
を
巡
る
三
つ
の
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

①
お
う
ち
す
ご
ろ
く

② 

音
で
楽
し
む
怪
談
話

③
は
ぎ
れ
で
つ
く
る
革
小
物

足
の
無
料
計
測(

五
日
の
み)

　各
日
、先
着
百
名
様
限
定

で
さ
さ
や
か
な
プ
レ
ゼ
ン
ト

も
用
意
し
て
い
ま
す
。

　引
換
券
を
お
持
ち
に
な
り

赤
れ
ん
が
商
家
へ
遊
び
に
来

て
く
だ
さ
い
ね・

お
し
ら
せ

赤
岡
の
地
場
産
業
を
め
ぐ
る

ま
ち
あ
る
き
ツ
ア
ー
を
実
施

赤岡青果市場で加工場を見学

岡田のおんちゃんの登場にみんなが拍手！

岡田のおんちゃん現役時代の貴重な映像を視聴

横矢のこんにゃく屋で海藻粉を味見♪
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まちの人や、赤岡を訪れる人々と話をしたい！という思いから毎月第2・第4火曜日は
土佐備長炭で焙煎したコーヒーをご用意しています♪大正レトロな靴屋を覗いてみたり、
まちあるき途中に立ち寄ってみたり。赤れんが商家での時間を過ごしてみませんか？
今月は、まちのこと、建物のことなど素朴な疑問にお答えする「何でも聞いて屋！」も
やってみたいと思います。その場で調べたり、誰かに答えを探しにいくかもしれませんが、
ぜひ、ひとこと私たちに「これなんなん？」と尋ねてみてください。皆様とお会いできるのを
楽しみにしております☆　　　　　　         （ご厚意による活動支援金の寄付をお願いいたします。）

絵金の時代から赤岡のまちを見つめてきた赤れんが商家には、大正レトロ、昭和レトロ、様々な
時代の暮らしの痕跡が残っています。お殿様を担ぐような籠から、オルゴールのようなゼンマイ式
ハエ取り器、養蚕の道具など。使い方、使っていた時代を知りたいものがたくさんあります。そこで、
前半は絵金の図柄を選んでプリントするオリジナルトートバッグづくりを行い、後半は、赤れんが
商家での暮らしについて、その当時を知る方からお話をお聞きします。一緒に赤岡の暮らしの姿を
紐解き、今に繋がるものづくりを体験してみませんか？ 家の暮らしの様子を物語る民具が眠っています♪

2017
5月号

5/9  ・23 10：00～16：00火 火
赤れんが商家のお試し利用実施中！

5
21

日

撮影：西森秀一

【参加費：500円（トートバッグ制作材料費・修繕寄付金・保険代）】
13:00～17:00

絵金蔵
赤れんが商家
共同企画

先着30名　申込先：0887-57-7117（絵金蔵）当日参加OK
小学4年生以下は保護者同伴でご参加ください。

発行：2017年4月　発行元：絵金のまち・赤岡町家再生活用プロジェクトあかおかわらばん デザイン：佐々木崇典

連絡先：088-864-5583 ／ kitayama@ce.kochi-ct.ac.jp
　　　　（高知高専・北山）

Facebook：https://www.facebook.com/akaokamachiya

本プロジェクトは、高知高専北山研究室・（公財）高知県建築士会青年委員会・赤岡町を中心とした
地域住民らが連携し、地域貢献ができる技術者育成、持続的な地域振興、伝統木造文化の継承を
目指して活動する団体です。

赤れんが商家の再生活用を具体化していくためのワークショップ
が4月14日（金）に行われ、地域団体、案内人会、商工会、観光協会、
建築士会、高知高専などから約30名が集まりました。実際に何か
「やってみる！」ことから、赤れんが商家を活用することの効果、使い
方・運営の仕方を考えたいと思い、「やってみる！」企画を書き込む
「あかれんだー」を作成しました。5月にはコーヒーイベントに合わせ
て疑問にお答えする「何でも聞いて屋」、7月の絵金祭りに先駆けた浴
衣着付け教室、祭り当日は祭りの様子を来場者に動画撮影しても
らって映像編集する企画、10月の歌舞伎公演に合わせた着物レンタ
ルなど、具体的な企画が立ち上がりました。また、地元の若手を中心
として赤れんが商家の運営、赤岡を中心としたまちづくりを進めてい
く団体を作っていくことも発表されました。どうぞみなさま、ご協力・
応援をよろしくお願いいたします！

一日中赤れんが商家で過ごしていると街の風景が見えてきました。前を通る
お遍路さんは、朝のうちは足早に通り過ぎ、昼過ぎになると立ち止まってお茶を
飲んでいかれます。昼下がりには赤岡で暮らす人や働く人で賑わいます。中を
見学して「ここ直しちゃろ」「なんや気取らん雰囲気が落ち着くわ」とおっしゃって
くださいます。観光で訪れた方は電車を待つ時間で立ち寄ってくださり、靴の
木型の説明から話は赤岡の歴史へと膨らみ、様々な語らいの場となります。
赤れんが商家の初代主であり初代赤岡村長でもあった小松与右衛門もにっこり
するような、そんな街角をつくっていきたいと思います。

日本の伝統文化を見直し日常に取り入れる講座「土と木から学ぶ和の暮ら
し」を赤れんが商家で開催していただきました！テーマは「半襟の付け方を学
びましょう」。ちょっとした工夫で、シワがよらない美しい半襟ができるのだそ
うです。お昼は斜め前のお魚屋さん香宗屋の寿司盛り。豪華で新鮮！と感動し
てくださりさらに午後はまちあるきへ。赤岡グルメも合わせて楽しんでいただ
きました♪ 赤れんが商家にあった裁ち板で講座が行われました♪

土間のある家は誰でも立ち寄れる街のくぼみになります♪

参加者の「できます！」を
胸元につけて話し合い♪

みんなで「あかれんだー」の
企画をつめていきました！

本活動は、（公財）高知県文化財団・高銀地域経済振興財団の助成、高知県建築士会青年委員会の
後援により行われています。

あるじ

参加者の「できます！」を
胸元につけて話し合い♪
参加者の「できます！」を
胸元につけて話し合い♪
参加者の「できます！」を
胸元につけて話し合い♪
参加者の「できます！」を参加者の「できます！」を参加者の「できます！」を
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夏祭りのシーズンがやってきました。 浴衣・着物ってどうやって着るんだっけ？
どうやって帯をまくんだっけ？ と着方がおぼろげになったりしませんか？
赤れんが商家では、絵金祭りに向けてご自身で浴衣・着物が着られるように、
着付教室を開催いたします！アイスコーヒーを片手に、着付の仕方を思い出して
みませんか？

2017
7月号

7/15  ・16土 日

第41回

7
11

火

25
火

10:30～16:00

公演時間 14:00～, 17:00～, 20:00～
入 場 料 500円（冷たいお茶のサービスあり）

〈13:30～21:00〉

料金：300円（貴重品は必ずお手元にお持ちください）
※各公演の1時間前から入場券を販売いたします。 【15分前開場】

赤れんが商家

7/11（火）～7/23（日）

只今、帰りました展
絵金蔵

修復が行われていた屏風絵5点が
7年ぶりに赤岡へ帰ってきました。
修復を終えた5点の屏風絵を、絵金蔵
の中で展示します。夕闇の町でみるの
とは一味違う屏風絵の姿をお楽しみ
ください！

（着付教室は11日のみ）

●持ち物：お手持ちの着物・浴衣と肌襦袢、タオルなど一式お持ちください。
問い合わせ先：絵金蔵
0887-57-7117

みなさんがスマホで撮影した動画を集めてムービーをつくり
ます。 あなたも名カメラマンとして参加してみませんか？
参加費：無料

赤れんが商家に昔からあった手回しかき氷器でかき氷を振る舞います。
活動支援金（一口400円）にご協力をお願いいたします。

赤れんが商家にて、旅行で訪れた方などのお荷物を一時
預かりいたします。

まちかどアートコンプレックス
赤れんが商家

毎月第2・第4火曜日は、土佐備長炭で焙煎した
コーヒーをご用意しています♪今月は更に弁天座
での歌舞伎公演に合わせて第3火曜・木曜日もオープンいたします！！
歌舞伎と合わせて、赤岡まちあるきを楽しんで、赤れんが商家でほっと
一息休憩していかれませんか。土佐備長炭で丁寧に焙煎したコーヒー
（ホット・アイス）と、お茶請けのお餅をご用意してお待ちしています。

（ご厚意での活動支援金の寄付にご協力をお願いいたします。）

収穫への感謝を祈る中秋の名月に、お月見でみなさんと語り合いながら、
赤岡の新しい名物をみんなぁで作ってみたいと思います！たこ焼き
プレートを使ったグルメづくりを計画中！こんなん入れたら？などの
アイディアと材料をご持参下さい♪お気軽にご参加ください。

12月2、3日に開催される冬の夏祭りにて、赤れんが商家での暮らしを伝えるお芝居を行います。
昔の暮らしの様子を朗読形式で表現してくださる方10名程度を募集します！役者さんから朗読が学べます♪

10
10
火

10
22

日

17
火 木

10:30～16:0019
火

24 10
4
水赤れんが商家 赤れんが商家
18:30～21:00

10：00～14：00

赤れんが商家
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2017
10月号

赤岡には江戸時代から残る建物や、歴史を持つ場所が数多くあります。それぞれの家に、それぞれの
暮らしの痕跡が刻まれています。 古地図を片手に、昔の赤岡を想像しながら町を歩いてみませんか？
お住まいの方に、家の歴史もお聞きしてみたいと思います。お昼ごはんには、完成したばかりのカマドを
使ってみんなでご飯を炊いてみましょう！美味しいチリメン丼ができるかは当日のお楽しみです♪

かまどづくりワークショップの様子

参加費 お米1合 080-1432-4947（北山）申し込み先

会　　　費：大人800円／小中学生400円／小学生以下無料
参加予定人数：30～50名

前日までに連絡いただけ
るとありがたいですが、
当日飛び込みもOKです！問合わせ・申込：090-5277-3227(百田)　tosajin@cloud.com

赤れんが商家の暮らしを
伝える朗読劇の出演者

募 集！
全日参加が難しい方はご相談ください。
企画：ふたりっこプロデュース
申し込み先：080-1432-4947（北山）
当日のボランティアスタッフも募集しています！

中学生以上、小学生以下は親子でご参加ください
10/22（日）、11/12（日）暮らしの痕跡ワークショップへの参加
11/28（火）、30（木）、12/1（金）朗読練習18:30～20:00
12/2（土）3（日）冬の夏祭り　9:00～17:00

応募資格

稽 古  日
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2018
1月号

12
月
2
、3
日
に
行
わ
れ
た
赤
岡
冬
の
夏
祭
り
に「
ふ
た
り
っ

こ
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
」
の
協
力
の
も
と
、
赤
れ
ん
が
商
家
の

〝
暮
ら
し
の
痕
跡
〞を
朗
読
劇
で
た
ど
る
「
あ
か
あ
か
さ
ん
ぽ
。」

を
開
催
し
ま
し
た
。
2
日
間
で
70
名
近
く
の
方
に
ご
参
加
頂

き
ま
し
た
。
横
町
商
店
街
に
集
合
し
、
赤
れ
ん
が
商
家
の
由

来
を
聞
き
な
が
ら
路
地
を
歩
い
て
赤
れ
ん
が
商
家
に
到
着
し
ま

す
。
す
る
と
そ
こ
に
は
、
赤
れ
ん
が
商
家
で
の
暮
ら
し
を
垣
間

見
る
こ
と
の
で
き
る
小
さ
な
世
界
が
待
っ
て
い
ま
す
。
参
加
さ

れ
た
方
か
ら
は
、「
昔
の
暮
ら
し
は
今
よ
り
も
豊
か
だ
っ
た
と

気
づ
き
ま
し
た
」、「
家
は
聞
い
て
い
る
か
ら
、
ぐ
ち
ば
っ
か
り

言
っ
て
い
て
は
い
け
な
い
で
す
ね
」
な
ど
、〝
暮
ら
し
〞を
見
直
す

き
っ
か
け
に
も
な
っ
た
よ
う
で
す
。
物
や
情
報
で
溢
れ
た
世
界

は
一
見
豊
か
に
見
え
ま
す
が
、
本
当
の
豊
か
さ
は
、
ゆ
っ
く
り

と
流
れ
る
時
間
の
中
に
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
こ
で
は
、た
く
さ
ん
の
人
が
生
ま
れ
て
、
ご
飯
を
食
べ
て
、
勉
強
し
て
、
お
祝
い
し
て
、

喧
嘩
を
し
て
、
雑
誌
を
読
ん
で
、
死
ん
で
、
入
っ
て
、
出
て
行
っ
た
。

想
像
し
て
み
て
ご
ら
ん
。

　
　
家
が
息
を
し
て
い
る
。

　
　
　
み
ん
な
と
、
息
を
し
て
い
る
。

瓦
屋
根

引
っ
張
る
電
灯

火
鉢

糸
を
作
る
機
械

ゼ
ン
マ
イ
式
振
り
子
時
計

　
チ
ク
タ
ク
チ
ク
タ
ク

「
お
ん
ち
ゃ
ん
、
俺
、
就
職
決
ま
っ
た
が
よ
？
」

「
い
や
あ
、
え
ら
い
。
ほ
ん
な
ら
お
ん
ち
ゃ
ん
が
こ
じ
ゃ
ん
と
え
い
靴
作
っ
ち
ゃ
お
き
ね
や
」

「
う
ん
、か
っ
こ
い
い
が
に
し
て
や
」

「
ま
ぁ
ま
か
せ
ち
ょ
き
や
」

1
2018

9
火

23
火

毎月第２・第４火
曜日は、土佐備長

炭で焙煎したコー
ヒーをご用意して

います♪

スーパーマンが1
ヶ月ぶりに帰って

まいります！ゆっ
くりとコーヒーを

飲みながら、

お正月のあれやこ
れやのお話をお聞

かせください。

お茶請けのお餅
もご用意してお待

ちしています。

(ご厚意での活動
支援金の寄付に

ご協力お願いい
たします。)

10:30～16:00
赤れんが商家

発行：2018年1月　発行元：すてきなまち・赤岡プロジェクト、 絵金のまち・赤岡町家再生活用プロジェクト

あかおかわらばん デザイン：佐々木崇典

連絡先：088-864-5583 ／ kitayama@ce.kochi-ct.ac.jp

　　　　（高知高専・北山）Facebook：https://www.facebook.com/akaokamachiya

本プロジェクトは、高知高専北山研究室・（公財）高知県建築士会青年委員会・赤岡町を中心とした地域

住民らが連携し、地域貢献ができる技術者育成、持続的な地域振興、伝統木造文化の継承を目指して

活動する団体です。

本プロジェクトは、関係機関と連携して、初代赤岡村長の邸宅「赤れんが商家」の再生・活用へ向けた運営

に取り組むとともに、香南市の地域資源を生かしたまちづくりに寄与することを目的とした団体です。

2017年は、「コーヒー入ってます」や、様々なイベントを通して、多くの地域の方々と関わりを持つ

ことができました。一年間ありがとうございました。赤れんが商家が、まちにとって落ち着ける居場所、

何かやりたいことができる場所として活用できるよう、2018年も活動してまいります。 どうぞ

みなさま、一歩を踏み出して、赤れんが商家へお越しください、そして一緒に活動してみませんか。

本活動は、（公財）高知県文化財団・香南市産業振興計画推進事業の助成、（公社）高知県建築士会青年委員会の

後援により行われています。

赤れんが商家は、建物の魅力はもちろん十分にあり
ますが、その内部に残っている様々な道具類が、
商家での暮らしの歴史を伝えてくれています。そこで、
昨年は一年をかけて、赤れんが商家での暮らしの
姿をみなさんと共有したいと考え、「暮らしの
痕跡ワークショップ」を開催してきました。
ここではワークショップの全体像をご紹介したいと思います。

赤れんが商家の大家さんであり、幼少期を過ごした塩井さんに話を聞

きました。飼っていたカイコが葉をムシャムシャと食べる音を今でも思い

出すことや、お酒などを温めて赤岡の海へ「ゆさん」に行ったことなど、大

変だったけれども、今よりもゆっくりとし
た豊かな時間が流れていたのだろうかということに思いを馳せました。

vol.1  2017 5/21（日） 開催

赤煉瓦積みのカマド。目地がボロボロになっ
て使える状態になかったのですが、使えるとい
いね！という声から、一度解体をして作り直す
ことにしました！カマドの構造を学びながら解体し、少しだけ使い勝手よく改善しながらも、出来る限りもとの材料を利用して、建造当初の状態に復元しました！

何か中学生がお手伝いできることはないですか？」と赤岡中学校の先生から声を掛けていただいて

から数ヶ月。なんと、中学生と協力した古民家おそうじボランティアを開催することができました！！

赤れんが商家と共に、地域の皆様にご協力いただき、歴史的な建物を複数お掃除させていただきまし

た。ご自宅の中でもお邪魔しやすい「土間空間」をメインに、拭き掃除や掃き掃除を丹念に行いました。

古民家の土間は、約200年前にも絵金が芝居絵屏風を飾ったであろう風景に思いを馳せることが

できます。そんな貴重な空間を、赤岡の宝としてみんなの手で残して行きたいですね。

vol.3  2017 9/18（月）,23（土） 開催

赤れんが商家を飛び出して赤岡のまちに目を向
けよう！そうだ、20年前に赤岡の人たちがまちの面白

いところを見つけて歩いた「あかおかるた」があった、と

思い、あかおかるたを片手に、20年ぶりに赤岡探偵団を復活！

20年前と今とで、変わったところ、変わってないところ、新しい発見をたくさん見つけることができ、改めて自分たちのまちの面白さや、歩くことの魅力を見つめ直しました。

vol.5  2017 11/12（日） 開催

 2017 12/8（金） 開催

vol.4 赤岡まちの探偵団：台風により中止

夏休みを過ごしている子どもたちと一緒に、昔と今のお家との違いを発

見して写真と文章にまとめ、自分だけの「昔のお家探偵手帖」をつくりまし

た。昔の家には靴のまま歩けるところが多かったです。
見たこともない道具の使い方をお聞きしたり、電気を使わない冷蔵庫があったなど、様々な発見を見つけることができました♪

vol.2  2017 8/13（日） 開催

いね！という声から、一度解体をして作り直す

 2017 12/8（金） 開催

出すことや、お酒などを温めて赤岡の海へ「ゆさん」に行ったことなど、大

出すことや、お酒などを温めて赤岡の海へ「ゆさん」に行ったことなど、大

変だったけれども、今よりもゆっくりとし

変だったけれども、今よりもゆっくりとし
た豊かな時間が流れていたのだろうかということに思いを馳せま

 2017 9/18（月）,23（土） 開催

た。昔の家には靴のまま歩けるところが多かったです。

発行：201
8年3月　

発行元：す
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ロジェクト
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高知高専・

北山）

Faceboo
k：https:
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aokamac
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本プロジ
ェクトは

、高知高専
北山研究

室・（公財
）高知県建

築士会青
年委員会・

赤岡町を
中心とし

た地域

住民らが
連携し、地

域貢献が
できる技

術者育成
、持続的な

地域振興
、伝統木造

文化の継
承を目指

して

活動する団
体です。

本プロジェ
クトは、関

係機関と連
携して、初

代赤岡村長
の邸宅「赤

れんが商家
」の再生・

活用へ向け
た運営

に取り組む
とともに、

香南市の地
域資源を生

かしたまち
づくりに寄

与すること
を目的とし

た団体です
。

本活動は、
香南市産業

振興計画推
進事業の助

成、（公社）
高知県建築

士会青年委
員会の後援

により行わ
れています

。

高専生に
よる卒業

研究

ふたりともお
つかれさまで

した！ 4年間
ありがとう！

今年度は岡
村春華さん・

窪田真衣さ
んの２人が

赤岡・赤れん
が商家の

研究に取り
組んでくれま

した。

何と２人はこ
の活動が始

まった初回か
ら参加してく

れていたベテ
ラン組！

２人の研究
内容を紹介

してもらいま
しょう。

職人としての
腕もピカイチ

！

はるかちゃん

去年は狐に
扮していまし

た！

まいちゃん

高知高専 環
境都市デザ

イン工学科
 5年　岡村

春華
赤れんが商

家の耐震性
能について

赤れんが商
家の耐震性

能を評価す
るために、構

造部材の実
測調査、傾

き調査を実
施しました

。構造部材の
実測調査で

は、軸組図を
作成し、地震

に対して、耐
力となる壁

、差し鴨居、
ほぞについ

て確認しま
した。これら

の情

報を元に、計
算を行い耐

震性能を求
めました。今

回、実施した
「限界耐力

計

算」は伝統木
造のもつ、柔

軟性を加味
した計算方

法です。また
、腰壁や垂れ

壁などの部
分壁も耐震

要素として評
価することが

出来ます。結
果は１階張

り間方向と
２階につい

ては耐震性
能を満たし

ているが、１
階けた行方

向で

は耐震性能
を満たしてい

ないという結
果になりまし

た。耐震性能
が不足し

ているのは
赤れんが商

家が、旧街道
に面した商

家であり、１
階をミセづく

り

とする建築
的特性があ

り、１階けた
行方向に開

口を広くとる
構成のため

だ

と考えられ
ます。今後は

、１階けた行
方向に壁な

どの耐震要
素を追加す

る

こと、白蟻被
害によって劣

化した部材
などの取り替

えが必要に
なります。

高知高専 環
境都市デザ

イン工学科
 5年　窪田

真衣
赤岡町にお

ける地域資
源の現況と

課題

赤岡町では
平成8年か

ら、自分たち
が楽しめる

まちにしよう
と住民主体

でのまちづく
りが行われ

てきました。
話し合いを

通して「絵金
」や「古い町

並

み」などの地
域資源を活

かしたまちづ
くりにしよう

とまちづくり
の方針を定

めました。し
かし近年、地

域資源のひ
とつである「

町家」の空き
家化や除却

が進んでい
ることから、

それらの地
域資源がど

の程度活か
され、方針に

基

づいたまち
づくりが行

われている
かを調査す

ることにしま
した。調査の

結

果、商店街
周辺に５３

件の町家が
残っている

こと、「老人
を逆手にと

るま

ち」・「泊まっ
てみたくなる

まち」という
方針が町内

外の人にま
だあまり定

着

していないこ
とがわかりま

した。町家に
おいては空

き家化してい
るものも多

いことから、
今後は空き

家化した町
家をどのよう

に残していく
かを考え、実

行していく必
要があるとい

えます。

まちづくりの
方針

住民目線の
地域資源

①住民自身
が楽しむこ

とのできるま
ちにする 

 
 

②絵金文化
という赤岡

独自の宝物
をいかす 

 
 

③古い町並
みと元気で

人情深いお
年寄りがい

ることをい
かす  

①誰もが寄
り道したくな

る何かが起
こりそうな不

思議なまち
  

 

②誰もが昔
を思い出す

まち 
 

 

③元気でお
もろいまち

  
 

④老人を逆
手にとるまち

  
 

⑤泊まって
みたくなるま

ち 

絵金　町家
　古い町並

み　人情深
い人々　元

気なお年寄
り

水切り瓦　
建物の意匠

　工作物　
看板　路地

　植栽　景
観 など

ものさし（活
動内容を決

める際の基
準） 

20年前のワ
ークショップ

で話し合っ
たまちのこと

赤れんが商
家の耐震要

素

（上：1階　
右：2階）

職人としての
腕もピカイチ

！

はるかちゃんはるかちゃん

去年は狐に
扮していまし

た！

まいちゃん

職人としての
腕もピカイチ

！

はるかちゃん

去年は狐に
扮していまし

た！

赤岡のまち
づくりに尽

力され、赤
れんが商家

でも幻燈会
を開催して

くださった
延藤安弘先

生が2月8
日にご逝去

されました
。

先生の教え
を大切にし

て、これか
らの活動を

進めていき
たいと思い

ます。ご冥
福をお祈り

いたします
。

追 悼　
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4月号

申し込み：08
0-1432-494

7（北山）参加費：1,00
0円 参加費：300

円

毎月第２・第４
火曜日は、土佐

備長炭で焙煎し
たコーヒーをご

用意しています
♪

少しずつです
が過ごしやす

いように室内
のレイアウト

を工夫してい
ます。

毎回どこか違
う・・・・そ

んな赤れんが
商家を見にお

いでてくださ
い☆

赤れんが商家
にて 10:00～1

6:30

410火
火2・4 (活動支援金一

口400円の寄付
にご協力お願い

いたします。)

(申し込み不要
・飲み物・ご

飯・保険代と
して当日集め

ます)

コーヒー入っ
てます♪

イドバタ座談
会

第1回

赤れんがdeヨ
ガ

©YutakaEndo

422
11:30～14:0

0

10:00～11:0
0

イベント案内

にちようび

お知らせ

体を動かして健
康になろう！誰

でもできるスト
レッチ

をメインとした
基礎コースです

。

講師：浜田あゆ
み（ヨガの聖地

レシケシで資格
取得）

広くなった赤
れんが商家の

裏庭でピクニ
ックしながら

、まち・くら
しのあ

れやこれやを
語らいません

か～。かまど
ご飯と七輪を

用意してお待
ちして

おります！気
軽に遊びにき

てください。
お好きなご飯

のお供を持っ
てお越

しください。
イドバタ座談

会は今後も月
１回のペース

で開催予定で
す☆

 ー そ
の3　

墨書き
 ー

間渡し
竹まわた

小舞竹
こまいシュロ
縄

荒壁
あらか

べ中塗り

上塗り

柱

こま
い

より丈
夫に！

高知な
らでは

の伝統
的な土

壁のつ
くり方

家が歴
史を語

るとき
。棟梁

の証言
。

貫

4月まで
のWS

でここ
まで仕

上げま
した！

③土壁

組
木
①

舞
小
竹
②

↓今後
の工程

ー その
2　小

舞・土
壁 ー

「小舞
」とは

土壁の
骨とな

る竹組
みのこ

とです
。竹を

組み縄
を巻

きつけ
て行き

ます。
この作

業を「
小舞掻

き」と
いいま

す。高
知で

は、よ
り丈夫

になる
よう、

縄を千
鳥に掛

けて締
めてい

きます
。

「土壁
」は、

何層に
も土を

重ねて
いきま

すが、
それぞ

れの層
に役

割があ
ります

。小舞
に塗り

込む荒
壁には

土に小
さく刻

んだ藁
スサ

を入れ
て粘り

を出し
たり、

荒壁の
状態で

できる
だけ乾

燥させ
て後

のひび
割れを

抑えた
りなど

など、
ここに

は書き
きれな

い数々
の工

夫があ
ります

。大工
さんが

木を組
み、小

舞職人
さんが

竹を組
み、

左官さ
んが土

を塗る
、まる

でバト
ンをつ

なぐリ
レーの

よう。

ひとつ
ひとつ

の工程
に、よ

り丈夫
に長持

ちさせ
るため

の知恵
と

工夫が
詰まっ

ていま
す！

　
郎
三
喜
田
隅
梁
棟
「

郎
九
元
崎
山
伝
手

　
作
造
大
替
葺
根
屋

住
〇
名
八
工
大
地
土

―月
九
年
三
十
治
明

替
葺
作
造
大

）
？
り
た
当
（〇
枚
壱
瓦

拾
代

）
明
不
下
以
（米
銭
弐

）
明
不
下
以
（

」）
明
不
下
以
（拾
〇

）
字
文
い
な
め
読
は
〇
（

香宗川

あかお
か駅（

土佐く
ろしお

鉄道）

赤れん
が商家

赤岡小
学校

絵金蔵
弁天座
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本活動
は（公

社）高
知県建

築士会
青年委

員会の
後援、

同建築
士会地

域貢献
活動セ

ンター
の助成

により
運営さ

れてい
ます。

本プロ
ジェク

トは関
係機関

と連携
して初

代赤岡
村長の

邸宅「
赤れん

が商家
」の再

生・活
用へ向

けた運
営に

取り組
むとと

もに、
香南市

の地域
資源を

生かし
たまち

づくり
に寄与

するこ
とを目

的とし
た団体

です。

HP：h
ttps://

www.
akaok

aakare
nga.or

g

Adres
s：香南

市赤岡
町773

赤れん
が商家

へは高
知龍馬

空港か
ら東に

約5km

赤 れ
ん が

商 家
修 復

基 金
へ の

ご 協
力 お

願 い

赤れん
が商家

は、多
くの方

のご協
力によ

り徐々
にみん

なぁの
集まる

場所に
なって

きまし
たが、

建物の
傷みも

著しい
状況で

す。継
続的に

活用す
るため

、皆様
からの

ご

寄付を
受け付

けてお
ります

。　　
　　詳

しくは
こちら

のリン
クをご

覧くだ
さい！

→いっしょ
に活動

する

仲間を
募集！

本プロ
ジェクト

では、
一緒に

ボラン
ティア活

動する
方を募

集しま
す！赤

れんが
商家を

中心に
ワーク

ショ

ップの
お手伝

いやか
わらば

んの編
集、月

一回程
度のミ

ーティン
グなど

を行い
ます！

「地域
に貢献

したい
」「古い

もの・文
化・建

築が好
き」など

、少しで
もご興

味があ
れば、

下記の
ご連絡

先まで
お気軽

にお問
い合わ

せくだ
さい！

家を建
てる際

に、建
てた年

や大工
さんの

名前な
どを

木の札
や建物

の一部
に墨で

書き記
したも

のを「
墨書

（ぼく
しょ・

すみが
き）」

と呼び
ます。

登記簿
など

がない
時代に

建てら
れた歴

史的な
建築物

などを
調べ

る際に
は、こ

の墨書
が大き

な意味
を持ち

ます。
赤れ

んが商
家は初

代村長
小松与

右衛門
が建て

たとさ
れる

ことか
ら明治

初期建
造と考

えられ
てきま

したが
、今

回、柱
と梁の

接合部
を解体

した際
に、墨

書が発
見さ

れまし
た。香

南市で
文化財

保護に
詳しい

濱田さ
んに

解読し
ていた

だき、
明治1

3年に
この建

物が大
きく修

繕され
たこと

が今回
、初め

て明ら
かにな

りまし
た！

＜10:00～16:00＞  

99913（日）

＜11:00～15:00＞

＜10:00～16:00＞  

（土）26

今月から、赤れんが商家で長年使われてきた襖（ふすま）を解体・修理します。9月から12月にかけての
全４回にわたり、襖の下貼りや構造、そして赤岡に残る芝居絵屏風と襖の共通点などなど皆さんと学
んで行きたいと思っております。
第１回目は、枠を外して襖紙を剥ぐ作業を行います。襖紙の裏貼りを丁寧に剥がし、下貼りに書かれた
文章を解読していきます。一緒に絵金の町・赤岡の歴史を紐解いてみませんか？

913

9

●場所：赤れんが商家 ※ワークショップ場所内にはトイレがございません。
　近くの別のトイレをご案内いたします。
●参加費：保険代500円（一人500円程度でお昼ごはんを用意できます）
●定員：５名（換気は十分な空間ですが、密接・密集をさけるため、
　定員を設けさせていただいております）
●申し込み：080-1432-4947（北山）または akaokaakarenga@gmail.com
●持ち物：汚れても良い服装、マスク、飲み物
●オンライン配信：Youtubeにて、オンライン配信を行います。
　質問やコメントにも対応可能ですので、ぜひご覧ください。　

（日）

8

新プロジェクト
始めます！

YouTubeチャンネルから
オンライン配信を行います！

アドレス：https://bit.ly/akaoka_ch

襖学は全4回。オンラインで配信いたします。
下記QRコードもしくアドレスからアクセス！

令和２年度第70回高知県芸術祭助成事業
「KOCHI ART PROJECTS 2020」

オンライン配信の他、
日々 の活動も配信中！

講師には
上田薫風堂の
上田博章さんを
お迎えます。

香南市の和裁士・六久保満子さんが赤れんが商家でチクチク和裁仕事をしてい
ます♪まったりした時間を過ごしませんか。ひさしぶりにパンケーキも復活い
たします！
～六久保さんと作るマイマスク～
みっちゃんに教えてもらいながら自分だけのマスクを作ってみませんか。お気
に入りの夏マスクをつけると気持ちも明るくなりますよ！
 費用：500円（材料代・ガーゼ付き） 予約不要

AKAOKAWARABAN   Vol.57

絵金文化を未来へつなぐまちづくりに取り組む
　　　　　　　　　　　「すてきなまち・赤岡プロジェクト」の情報発信誌
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月号月号月号月号月号月号月号月号月号月号月号月号月号月号月号月号月号月号月号月号月号月号
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●場所：赤れんが商家 ※ワークショップ場所内にはトイレがございません。
　近くの別のトイレをご案内いたします。
●参加費：保険代等 500円
●定員：５名（換気は十分な空間ですが、密接・密集をさけるため、
　定員を設けさせていただいております）
●申し込み：080-1432-4947（北山）または akaokaakarenga@gmail.com
●持ち物：汚れても良い服装、マスク、飲み物

8

YouTubeでオンライン配信を行います！
今までの映像もご覧いただけます。

https://bit.ly/akaoka_ch
QRコードかアドレスからアクセス！

パンケーキをこよなく愛するメン
バーが工夫をこらしながらつくる
パンケーキの日。
赤れんが商家の雰囲気やマスター、
和裁士さんとの会話を楽しみにお
いでませんか？
(活動支援金の寄付にご協力お願いいたします。）

すてきなまち・赤岡プロジェクトで検索

令和２年度第70回高知県芸術祭助成事業
「KOCH I  ART  PROJECTS  2020」

赤
れ
ん
が
商
家
の
襖
を
解
体
・
修
理
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ「
襖
学
」の

最
終
回
。枠
を
取
り
付
け
て
、実
際
に
部
屋
に
設
置
し
て
い
き
ま
す
。

日
本
古
来
の
し
き
た
り
、「
敷
居
を
踏
ん
で
は
な
ら
な
い
」の
秘
密
に
迫

る
と
共
に
、絵
金
の
芝
居
絵
屏
風
と
襖
の
繋
が
り
も
考
え
て
み
ま
す
。

〜

Technical by Yutaka Endo 
Photo by Takashi Kurokawa

着物を着るには長襦袢への半衿付けが必要です。
半衿つけに自信がない！という方を対象に、
11月に引き続き、半衿付け教室を行います。 
お正月は着物を着て初詣などいかがでしょうか。
持ち物：長襦袢・半衿(お持ちでない方はご相談ください）
参加費：1,000円
お申し込み：090-2829-2162(和裁士ろくぼ)

パンケーキカフェと
同時開催！

まちを見守り、人の心をいやす「JIZO」。地域のこどもたちや生徒
さん、高知県内外の大人まで、みんなが作った個性豊かなJIZOが
商店街に並びます。5、6日はJIZOづくり体験も行われます。
赤れんが商家や絵金蔵と合わせてまち歩きをお楽しみください。

12
2020
月号

AKAOKAWARABAN   Vol.60

絵金文化を未来へつなぐまちづくりに取り組む
　　　　　　　　　　　「すてきなまち・赤岡プロジェクト」の情報発信誌

香宗川

あかおか駅（土佐くろしお鉄道）

赤れんが商家

赤岡小学校

絵金蔵 弁天座

発行：2020年12月 発行元：すてきなまち・赤岡プロジェクト  あかおかわらばん! Vol.60

連絡先：088-864-5583 （ T E L ・ F A X ）
akaokaakarenga@gmail.com

Facebook：https://www.facebook.com/akaokamachiya

本活動は（公社）高知県建築士会青年委員会の後援により運営されています。

本プロジェクトは関係機関と連携して初代赤岡村長の邸宅「赤れんが商家」の再生・活用へ向けた運営に
取り組むとともに、香南市の地域資源を生かしたまちづくりに寄与することを目的とした団体です。

HP：https://www.akaokaakarenga.org
Adress：香南市赤岡町773

赤れんが商家へは高知龍馬空港から東に約5km

赤 れ ん が 商 家 修 復 基 金 へ の ご 協 力 お 願 い
赤れんが商家は、多くの方のご協力により徐々にみんなぁの集まる場所になって
きましたが、建物の傷みも著しい状況です。継続的に活用するため、皆様からのご
寄付を受け付けております。　　　　詳しくはこちらのリンクをご覧ください！→

いっしょに活動する
仲間を募集！

本プロジェクトでは、一緒にボランティア活動する方を募集します！赤れんが商家を中心にワークショ
ップのお手伝いやかわらばんの編集、月一回程度のミーティングなどを行います！
「地域に貢献したい」「古いもの・文化・建築が好き」など、少しでもご興味があれば、下記のご連絡
先までお気軽にお問い合わせください！

 ふすまの中身を覗き見！

ふすまなび

じ
ー
ーっ

ど
ー
な
っ
て
る
の
か
ニ
ャ
？

第三回襖学では、襖の顔となる上
貼りの作業を行いました。以前は
唐紙（からかみ）を両面に貼って
いましたが、今回は表をベンガラ
染めの和紙、裏は黒かじ紙（こうぞ
紙：楮の皮が混じった味のある紙）
を使用しました。表は石垣貼りによ
って本プロジェクトのシンボルであ
る赤れんが商家のイメージを入れ
ました。裏の黒かじ紙は一枚で仕
上げ、その上には裏張りの紙を貼り
重ねる予定です。
講師の上田さんに見本を見せても
らった後に、参加者さんに作業して
いただきました。見ていると簡単そ
うに見える作業ですが、刷毛を回
す仕草や、均一に糊を塗り、決まっ
た位置に貼る作業は本当に大変！
皆で恐る恐る体験をしました。
レクチャーでは上田さんの仕事の
一端を紹介頂きました。多くの建築
家とのコラボレーションにより県内
に多くの仕事を残しておられます。
さらに、襖や壁・天井に加えて、ドー
ム天井や大壁面、金箔貼りの壁に
籠など、表具師の仕事の幅の広さ
に、改めて驚かされました。

AKAOKAWARABAN   Vol.63

絵金文化を未来へつなぐまちづくりに取り組む
　　　　　　　　　　　「すてきなまち・赤岡プロジェクト」の情報発信誌

パンケーキをこよなく愛するメンバーが工夫
をこらしながらつくるパンケーキの日。
赤れんが商家の雰囲気やマスター、和裁士さ
んとの会話を楽しみにお
いでませんか？
(活動支援金の寄付にご協力
お願いいたします。）

※状況によりイベントを中止する場合もございます。ご了承ください。

AKAOKAWARABAN   Vol.66

絵金文化を未来へつなぐまちづくりに取り組む
　　　　　　　　　　　「すてきなまち・赤岡プロジェクト」の情報発信誌

13
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10:00～16:00

（日）
赤れんが商家の維持管理のため、建物のお手入
れや庭のお掃除などを行います。短時間だけで
も大歓迎！
汚れても構わない服装でお越しください。軍手があればお持ちくだ
さい。申し込みはお電話、メール、Facebookで受け付けていますが、
当日の参加も歓迎いたします。昼食は500円でご用意しています。
申し込み：080-1432-4947（北山）

アーチ
の扉を

復活さ
せよう

！

着物を着るには長襦袢への半衿つけが必要です。半衿つけに
自信がない！という方を対象に、半衿つけ教室を行います。 
お喋りしながら着物を楽しみましょう。
持ち物：長襦袢・半衿(お持ちでない方はご相談ください）
参加費：千円 　参加者：２名まで 
申込：090-2829-2162(和裁士ろくぼ)

絹の手縫い糸で
　　　手編みされた
　　　　「atelier_nagomi」
　　　　 のアクセサリー
　　　　 も販売していま
　　　　す！

YouTubeにワークショ
ップの様子をUPしま
した！

2021
月号6

※状況によりイベントを中止する
場合もございます。ご了承ください。

パンケーキをこよなく愛するメンバーが工夫
をこらしながらつくるパンケーキの日。
赤れんが商家の雰囲気やマスター、和裁士さん
との会話を楽しみにおいでませんか？
(活動支援金の寄付に
ご協力お願いいたします。）

AKAOKAWARABAN   Vol.68

絵金文化を未来へつなぐまちづくりに取り組む
　　　　　　　　　　　「すてきなまち・赤岡プロジェクト」の情報発信誌

赤れんが商家の維持管理のため、建物のお手入れや庭
のお掃除などを行います。短時間だけでも大歓迎！
汚れても構わない服装でお越しください。軍手があればお持ちください。申
し込みはお電話、メール、Facebookで受け付けていますが、当日の参加も歓
迎いたします。昼食は500円でご用意しています。
申し込み：080-1432-4947（北山）

着物を着るには長襦袢への半衿つけが必要です。半衿つけ
に自信がない！という方を対象に、半衿つけ教室を行い
ます。 お喋りしながら着物を楽しみましょう。
持ち物：長襦袢・半衿(お持ちでない方はご相談ください）
参加費：千円 　参加者：２名まで 
申込：090-2829-2162(和裁士ろくぼ)

絹の手縫い糸で手編み
された「atelier_nagomi」
のアクセサリーも販売し
ています！

歩きやすい遊歩道ができました！

オクラ

エダマメ

ひまわり

イタリアンパセリ

前回に引き続き、お庭

づくりをおこないます！

暑さが予想されますが、

楽しく作業しましょう！

ちょっと一息、
クールダウン

2021
月号8

※８月はお盆休みの
　ためお休みします。

この道を仕上げます！

野菜やハーブに囲まれながらのお庭づくり

AKAOKAWARABAN   Vol.75

絵金文化を未来へつなぐまちづくりに取り組む
　　　　　　　「NPO 法人すてきなまち・赤岡プロジェクト」の情報発信誌

3
2022
月号

＊風通しの良い屋外での作業です。
＊汚れてもよい、暖かい服装でお越しください。
＊軍手があればお持ちください。
＊申し込みはお電話、メール、Facebookで受け付
けますが、当日参加もOK。
＊終日参加の場合お弁当を500円で用意できます。
＊ボランティア保険に加入しています。
　当日、お名前・住所等をお聞きします。
＊申し込み：080-1432-4947（北山）

初代赤岡村長邸宅「赤れんが商家」の大屋根を直して文化交流拠点へ！
3月13日より大屋根修繕工事をスタートします！6000枚近くに及ぶ瓦を屋根から降ろし、再利
用のために整えていきます。また、屋根の葺き土を取り除き、傷んだ野地板・垂木・母屋の交換を
していきます。これらの作業を、職人さんに学びながら、ボランティアの皆さんとの協働作業に
よって行っていきたいと思います！1日のみ、短時間のお手伝いも大歓迎！是非、お手伝いをお
願いいたします！！

詳

　
　細

大屋根修繕ボランティア
を募集します！！

いよ
いよ
始動
！！

絵金
文化
を未
来へ
！

日時： 3/13(日)～3/31（木）　9～17時
天候やスケジュールによって週に1回程度
の休みをとります。スケジュールは赤れん
が商家のガラス掲示板・Facebook・HPにて
随時お知らせします。
場所：赤れんが商家　（赤岡小学校南側）
内容：屋根から瓦を降ろすバケツリレー
取り外した屋根の洗い作業、休憩準備など
小学生でもできる作業です。

釡屋復活大作戦でおさらい！

瓦と葺き土を下ろします
バケツリレーで重い瓦も
負担を減らして運べます！ 傷んだ野地板・垂木は交換

防水シートを貼ります

2022.03.13（日）-03.31（木）

 TOMOKO MUKAIYAMA
Love Song 2022
29 APRIL – 1 MAY

「小さなまちの小さなアート」は、赤岡・赤れんが商家における継続的
な文化・芸術の発信、交流拠点としての可能性を探ることを目的とした
アートプロジェクトの第1弾となります。今回は向井山朋子Love Song 

2022と題した高知、福岡、熊本を廻るコンサートツアーの最初の地
として向井山朋子と協働します。
音楽、ダンス、食、ファッション、映像の分野を横断し表現の領域を拡
張する向井山は、女性の視点を生かした、価値観、多文化、多様性、
インクルーシブ（社会的包摂）の精神を作品にし、発表し続けています。
今回は各地域で活動する女性アーティスト、工芸家、クリエイターが
地域の魅力やプロダクツを最大限に活かした企画・会場デザイン・
構成を協働し展開します。
本企画は一般社団法人マルタスを中心に、既存のシアタープロダク
ションではない、野心とヴィジョンを持つ若い世代が主宰する自治体／
NPOと連携し、人材育成、地域全体の向上、新しい観客のアウトリー
チを試みる企画です。土地や場所、制約を受け入れることで広がる新
しい表現の可能性を試み、地方から発信する範例となる取り組みとな
ることを願っています。
2018年赤れんが商家にて「HOME」を発表した向井山朋子が4年
ぶりに赤岡の地にて行うソロピアノコンサートは、昨今の不安定な世の
中に、あたたかな手触りを残すでしょう。

Love Songと言っても歌詞があって唄うわけではありません。
誰かへの愛の告白とも違う。
いとおしい、繋がっていたい、触れていたい、守りたい － 

ほとばしるような、あたたかい気持ちが湧き上がるピアノの楽曲を
集めました。
このような時勢にみなさんと一緒に時間を共にできることに感謝して。

向井山朋子

向井山朋子ピアノコンサートツアー ： Love Song 2022
赤岡・赤れんが商家 小さなまちの小さなアート #001

2022年 4月29日（金）・4月30日（土）・5月1日（日）
時間：17：00開演（受付は20分前から）
会場：赤れんが商家  高知県香南市赤岡町 772-1

プログラム：
ジャン＝フィリップ・ラモー「新クラヴサン組曲集」（1728）より抜粋
J . S .バッハ「トッカータ ホ短調 BWV 914」「オルガン･ソナタ 第4番 

二楽章 BWV528」（ストラダル編曲）  その他

チケット：一般 2,000円 / 学生 1,000円 

/ かまどご飯ディナー付チケット 5,000円（各日限定 5枚）
チケット予約：https://luftzug.peatix.com/

問い合せ：NPO法人すてきなまち・赤岡プロジェクト
akaokaakarenga@gmail.com   080 -1432 -4947（北山）

向井山朋子（ピアニスト / アーティスト / ディレクター）
オランダ、アムステルダム在住。1991年国際ガウデアムス演奏家コン
クールに日本人ピアニストとして初めて優勝、村松賞受賞。アンサン
ブル・モデルン、アンサンブル・アンテルコンタンポラン、ロンドンシン
フォニッタ、ロイヤルコンセルトヘボウなどにソリストとして招聘され、
新作の初演に携わる。近年は従来の形式にとらわれない舞台芸術
やインスタレーション、映像など女性性を核に身体性、セクシャリティ、
境界、記憶、儀式、時空など異なるテーマを横断する作品の制作・
発表を続けている。2007年、向井山朋子ファンデーションをオランダ
に設立、2015年には日本で一般社団法人○＋（マルタス）を設立し、
プロデュースの分野でも活躍。 https://multus.tomoko.nl/

NPO法人すてきなまち・赤岡プロジェクト
高知県香南市赤岡町において、地域交流拠点・赤れんが商家を核と
して、町家の保全・活用、絵金文化の継承、まちづくりの担い手育成
に取り組む団体です。2014年に高知工業高等専門学校北山研究室、
（公社）高知県建築士会を主体とした任意団体「絵金のまち・赤岡町
家再生活用プロジェクト」として発足、2017年に地域住民との連携を
強化した「すてきなまち・赤岡プロジェクト」へ再編。2021年にNPO

法人の認証を受け、「特定非営利活動法人すてきなまち・赤岡プロ
ジェクト」へと再々編しました。修繕ワークショップやコミュニティカフェ
を定期的に開催、地域広報誌「あかおかわらばん !」を毎月発行し
ています。 https://www.akaokaakarenga.org /

主催： 一般社団法人マルタス  

共催： 特定非営利活動法人すてきなまち・赤岡プロジェクト、
 向井山朋子ファンデーション（TMF）、ルフトツーク  

協力： 株式会社河合楽器製作所  

助成： オランダ舞台芸術財団（Fonds Podiumkunsten）

© Takashi Kawashima
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絵金文化を未来へつなぐまちづくりに取り組む
　　　　　　　「NPO 法人すてきなまち・赤岡プロジェクト」の情報発信誌
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＊風通しの良い屋外での作業です。
＊汚れてもよい、暖かい服装でお越しください。
＊軍手があればお持ちください。
＊申し込みはお電話、メール、Facebookで受け付
けますが、当日参加もOK。
＊終日参加の場合お弁当を500円で用意できます。
＊ボランティア保険に加入しています。
　当日、お名前・住所等をお聞きします。
＊申し込み：080-1432-4947（北山）

3月からスタートした大屋根修繕。4月は、商家
の傾きを直すための「建て起こし」と、再利用す
る瓦の整理を行います。
職人さんに学びながら、ボランティアの皆さん
との協働作業によって行っていきます。
短時間のお手伝いも大歓迎、みなさまのご協力を
よろしくお願いいたします！！

初代赤岡村長邸宅「赤れんが商家」の大屋根を直して文化交流拠点へ！

大屋根修繕ワークショップ
香宗川

あかお か駅（土佐くろしお鉄道）

赤れんが商家

赤岡小学校

絵金蔵 弁天座

 あかおかわらばん! Vol.76

連絡先：akaokaakarenga@gmail.com
Facebook：https://www.facebook.com/akaokamachiya

本活動は（公社）高知県建築士会青年委員会の後援により運営されています。

本プロジェクトは関係機関と連携して初代赤岡村長の邸宅「赤れんが商家」の再生・活用へ向けた運営に
取り組むとともに、香南市の地域資源を生かしたまちづくりに寄与することを目的とした団体です。

HP：https://www.akaokaakarenga.org
Address：香南市赤岡町772-1

赤れんが商家へは高知龍馬空港から東に約5km

発行元：NPO法人すてきなまち・赤岡プロジェクト発行：2022年4月

い
ークシ

ご連

まちP応援団を募集しています！
賛助会員募集

お問合せ：akaokaakarenga@gmail.com
　　　　　080-1432-4947（北山）

賛助会員年会費（個人・団体ともに）一口3,000円

ご入会くださる方は、下記へご連絡いただく
か、本プロジェクトHP、もしくは右のQRコ
ードからお申し込みいただけます。

土佐特有の文化である絵金の芝居絵屏風を、町の風景ととも
に未来につなげ、お祭りや町家等への関わりを通して豊かな
コミュニティを形成していくために、特定非営利活動法人す
てきなまち・赤岡プロジェクトの活動を資金的に支援してく
ださる「賛助会員」さんを広く募集しています。
ご支援・ご協力のほど、よろしくお願いいたします！

お知らせ御礼 ご支援ありがとうございました！
赤れんが商家・大屋根修繕への

　1月4日～3月3日の58日間にわたるクラウドファンディ
ングが無事に終了し、直接お預かりした方も含めると、
200人以上、300万円近くのご支援をいただくことができ
ました。本当に、本当にありがとうございました！
　クラウドファンディングを通して、地域の企業さまや
ご近所さんを訪問させていただき、直接、プロジェクト
に対するご意見や励ましをいただけたこともとても嬉し
いことでした。
　プロジェクトを応援してくだる方がこれだけたくさん
いてくださることに励まされ、改めて、ここまで続けて
きてよかったと思うことができました。

　みなさまのおかげで、早速、3月13日より大屋根の工事
をスタートすることができました^^遠くは宿毛市・四万
十市から、10代から80代までの多世代の人々が協力し、
屋根瓦、葺き土、野地板を北側の庭に運び出しました。
　レッカー車など重機の力も借りましたが、土や瓦を再
利用するため、瓦についた漆喰や土を取り除き、打音検
査、寸法ごとに分けていく作業は全て人力。汗と土にま
みれながら、一生懸命作業しました！見学されたご年配
の方は「昔はよくこの作業をみんなでやっていた」と懐
かしんでいらっしゃいました。新しくすることは簡単で
すが、古いものを大事に活用することで歴史を紡いでい
くことができます。まさにSDGsですね！！
　ぜひ進捗状況を現地でご覧ください。引き続き、ご支
援・ご協力のほど、よろしくお願い申し上げます！
※ リターンのご連絡・ご発送は5月以降となります。
　 恐れ入りますが、少々お待ちくださいませ。

3/13　瓦リレー
初日は瓦梯子を使
い、屋根の上・下で
瓦のバケツリレー。
総勢30人近くでせっ
せと運び、棟瓦・座
敷部分の瓦・土をお
ろしきりました！！

3/14 瓦磨き
雨が予想された 14 日
は、ボランティアメ
ンバーのみで瓦の漆
喰落としを行いまし
た。ヘラやたわしを
使って一枚一枚きれ
いにしていきます。

3/15 レッカーを使った瓦下ろし
レッカーに吊るしたモッコで 100 枚弱の
瓦を一気に下ろし、ボランティアスタッ
フの手で瓦を運び、重ねていきます。

3/16 クリーンカーで土下ろし
クリーンカーで吸引することで、砂
埃を抑え、1 日かけて屋根の拭き土
を下ろしました。

3/17 傷んだ垂木・母屋の補修
当初は野地板を残す予定でしたが、想定以上の傷
みから、野地板を全て剥がし、傷んだ垂木を交換
します。構造部材の傷みも激しく、傷み具合を調
べて補強方法の検討を進めていきます。

お知らせ

向井山朋子ピアノコンサートツアー 
Love Song 2022

赤岡・赤れんが商家 小さなまちの小さなアート

2018年に赤れんが商家で「HOME」を公演して
くださったピアニスト・向井山朋子さんが4年
ぶりに赤岡へ帰ってきます！！
大屋根修繕の前半が一区切りついた4月末に、
今の赤れんが商家を多くの人
にご覧いただくべく、コン
サート空間が現れます。
再び、あたたかな時間を過ご
しに、お越しください。
詳細は裏面をご覧ください！

2022年4月29日(金)-5月1日(日) 

御礼

13日からはじまった大屋根修繕。これまでに香
南市内外の6つの学校、建築士会、ヘリテージマ
ネージャー、地域の方々など、50名近くの方々
がボランティアとしてお手伝いくださいまし
た。熱心なボランティアさんの手捌きに、職人
さんから「こうやったら
早いきね」などアドバイ
スくださり、協働作業が
スムーズに進みました！

大屋根修繕ボランティアへの
ご協力ありがとうございます！

© Takashi Kawashima

AKAOKAWARABAN   Vol.77

絵金文化を未来へつなぐまちづくりに取り組む
　　　　　　　「NPO 法人すてきなまち・赤岡プロジェクト」の情報発信誌
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2022
月号

＊申し込みはお電話、メール、Facebookで受け付
　けますが、当日参加もOK。
＊終日参加の場合、前日連絡でお弁当を500円で
　用意できます。
＊ボランティア保険に加入しています。
　当日、お名前・住所等をお聞きします。
＊申し込み：080-1432-4947（北山）

初代赤岡村長邸宅「赤れんが商家」の大屋根を直して文化交流拠点へ！
3月13日から大屋根修繕工事をスタートし、早1カ月以上過ぎました！数千枚の瓦を大屋根から
降ろし、葺き土を取り除き、傷んだ野地板・垂木・母屋の交換を終えました。今回は、屋根葺き作業
に向けて、下ろした瓦を整える作業に集中したいと思います。みんなでワイワイしゃべりながら
の作業は楽しいですよ♪短時間のお手伝いも大歓迎！是非、お手伝いをお願いいたします！！

詳

　
　細

大屋根修繕ワークショップ！

場所：赤れんが商家　（赤岡小学校南側）
内容：タワシやヘラを使って瓦を磨き、サイ
ズごとに分けていきます。小学生以上のお
子さんであれば参加できる作業です！
＊雨天でも作業場所を工夫して行います。
＊風通しの良い場所での作業です。
＊軍手があればお持ちください。

きれいなレンガ土間がよみがえりました！！

野地板を張り替えて垂木も傷んでいたものは

取り替えました～！

なんと
いうこ

とでし
ょう！

東の土
間と南

の土間
が

つなが
りまし

た！！

① 打音検査
　 金槌で叩いて再利用可能か
 　判断していきます。

② 瓦磨き
　 ヘラや金槌を使って瓦についた
　 土や漆喰を落とします

③ 採寸
 　昔の瓦はサイズが少しずつ異なるため
　 メジャーでサイズを測っていきます

③ 仕分け
　再び 屋根に葺く時に使いやすくするため
　 同じ大きさごとに分けて保管します

2022.5.21（土）・ 5.22（日）  9:00~17:00

岸本地区集落活動センター推進
協議会の皆さんと記念撮影！

お昼は鹿肉ジビエの試食を兼ね
たBBQで交流会♪

柱や梁に残された「痕跡」から使
われ方の歴史を探ります。かっぱやの運営方法や修繕の考え方を学びました。

3グループに分かれて話し合った
内容を共有します！

香宗川

あかお か駅（土佐くろしお鉄道）

赤れんが商家

赤岡小学校

絵金蔵 弁天座

 あかおかわらばん! Vol.80

連絡先：akaokaakarenga@gmail.com
Facebook：https://www.facebook.com/akaokamachiya
HP：https://www.akaokaakarenga.org
Address：香南市赤岡町772-1

赤れんが商家へは高知龍馬空港から東に約5km

発行元：NPO法人すてきなまち・赤岡プロジェクト発行：2022年8月
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ご連

まちP応援団を募集しています！
賛助会員募集

お問合せ：akaokaakarenga@gmail.com
　　　　　080-1432-4947（北山）

賛助会員年会費（個人・団体ともに）一口3,000円

ご入会くださる方は、下記へご連絡いただく
か、本プロジェクトHP、もしくは右のQRコ
ードからお申し込みいただけます。

土佐特有の文化である絵金の芝居絵屏風を、町の風景ととも
に未来につなげ、お祭りや町家等への関わりを通して豊かな
コミュニティを形成していくために、特定非営利活動法人す
てきなまち・赤岡プロジェクトの活動を資金的に支援してく
ださる「賛助会員」さんを広く募集しています。
ご支援・ご協力のほど、よろしくお願いいたします！

7月13日
修繕WS

6月19日
活用WS

もちろん休憩しながら作業！
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物
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瓦
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暑い中、本当にありがとうございました！
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！

梅雨明けした７月。修繕中の赤
れんが商家で不足している瓦
をいただきに、取壊し予定の古
民家へ伺いました。

これからの赤れんが商家の直し方・使い方を考えていく上で、同じ香南市
で古民家を活用されている岸本地区の「かっぱや」さんを訪問しました。

四国では初という耐震シェルターを活用
して安全性を確保しながら古民家の雰
囲気を残していることなど、設計上の工
夫を学ぶことができました！また、これか
らのかっぱやをどう活用すると良いか、
意見交換もさせていただきました！
かっぱやへ向かう道中のまちあるきも楽
しく、これから何か一緒に企画ができる
といいなと思いました(^ ^)

床下から古い瓦が！
私たちにとっては
　お宝です♡

瓦は慎重に
トラックへ。

岸本地区集落活動センター
「かっぱや」さんの見学・交流会を行いました！

午後は室内の細々
とした修繕に着手。
ヒルチーを使い床
のコンクリートを削
り、金槌とバールで
改築部分の天井な
どを剥がしました。

本プロジェクトは関係機関と連携して初代赤岡村長の邸宅「赤れんが商家」の再生・活用へ向けた運営に
取り組むとともに、香南市の地域資源を生かしたまちづくりに寄与することを目的とした団体です。
本活動は、公益財団法人高知県文化事業の助成、（公社）高知県建築士会青年委員会の後援により運営されています。

差し入れのフルーツや漬物で
水分補給しました！

!"!#"!$!%!&!'((()*+,84

絵金文化を未来へつなぐまちづくりに取り組む
　　　　　　　「NPO 法人すてきなまち・赤岡プロジェクト」の情報発信誌

今年も残りわずかとなりました。年内最後のワークショップは、前回の作業に続き、瓦葺き
の作業等を進めていきます。師走の忙しい時期かと思いますが、ぜひお手伝いをお願いいた
します！！お家の修繕はじめましての方や、短時間のお手伝いも大歓迎です！！

＊汚れてもよい服装でお越しください。
＊軍手があればお持ちください。
＊前日連絡でお弁当(600円)をご用意いたします。

申し込み：お電話、メール、Facebookで
受け付けますが、当日参加もOK。
＊申し込み：080-1432-4947（北山）

詳細

《9:00~17:00》

大屋根修繕ワークショップ
12

1118
初代赤岡村長邸宅「赤れんが商家」の大屋根を直して文化交流拠点へ！
土佐の伝統建築文化の体験と継承～vol.7～

（日）

12
2022

月号

インスタレーション「Paper House」と
コマ撮りアニメの上映
インスタレーション「Paper House」と
コマ撮りアニメの上映

こうちNPOフォーラム2022
カケルオモイ～オモイをつなげて地域のチカラへ～
こうちNPOフォーラム2022
カケルオモイ～オモイをつなげて地域のチカラへ～

県内のNPOが、それぞれのオモイをどのようにつなげてき
たのかを発表してもらい、参加者同士で学び合います。
プレゼンテーションの前には、須崎のアイドル・しんじょうく
んを誕生させた守時健さんの基調講演もありますよ～！！

日時:12月10日（土）12:30～17:00
　　　　　　　　　開場 12:00
場所:高知県立ふくし交流プラザ
　　（高知市朝倉戊375-1）
参加費:一般：500円（お茶菓子代込）
       学生・オンライン参加：無料
定員:100名 ※定員になり次第締切
　   ※オンライン参加は無制限

こうちNPOフォーラム2022

お話しさせていただきます！

12
3,4
（土・日）

コロナ禍で感じた「家」の不在感、そして失われようとす
る伝統工芸・わしを結びつけて生まれた映像とインスタ
レーション「Paper House」（作 原啓太）の展示と、ワー
クショップを通じて地域の人 と々制作したコマ撮りアニメ
（講師 あにめのいろは）の上演を行います。

入場料：大人500円、中高生300円、小学生100円　
予約不要。冬の夏祭りと合わせてお楽しみください♪

《10:00~17:00》

「Paper house」（写真 平木絢子）

コマ撮りアニメの制作

3年ぶりの通常開催！！

冬の夏祭りと同
時開催！
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お忙しい中ご協力くださった
職人のみなさま、
ありがとうございます！！！

瓦の運搬・洗浄・穴あけを
お手伝いくださった
ボランティアのみなさま、
ありがとうございます！！！

傷んだ母屋の取り替え

垂木の掛け替え

まちPメンバーも
頑張っています！

垂木と野地板の補修

けらばの補強

香宗川

あかお か駅（土佐くろしお鉄道）

赤れんが商家

赤岡小学校

絵金蔵 弁天座

あかおかわらばん! Vol.84

連絡先：akaokaakarenga@gmail.com
Facebook：https://www.facebook.com/akaokamachiya
HP：https://www.akaokaakarenga.org
Address：香南市赤岡町772-1

赤れんが商家へは高知龍馬空港から東に約5km

発行元：NPO法人すてきなまち・赤岡プロジェクト発行：2022年12月

い
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まちのシンボルを未来へ繋ぐために、応援をお願いします！
賛助会員・寄付金募集

①　賛助会員として応援する！ ②　こうち未来基金への寄付で応援する！

お問合せ：akaokaakarenga@gmail.com
　　　　　080-1432-4947（北山）

賛助会員年会費（個人・団体ともに）一口3,000円

ご入会くださる方は、下記へご連絡いただく
か、本プロジェクトHP、もしくは右のQRコ
ードからお申し込みいただけます。

土佐特有の文化である絵金の芝居絵屏風を、町の風景ととも
に未来につなげ、お祭りや町家等への関わりを通して豊かな
コミュニティを形成していくために、特定非営利活動法人す
てきなまち・赤岡プロジェクトの活動を資金的に支援してく
ださる「賛助会員」さんを広く募集しています。
ご支援・ご協力のほど、よろしくお願いいたします！

現在進めている大屋根修繕と耐震補強。今年の1月か
ら3月にクラウドファンディングを実施し、多くのご
支援をいただきましたが、屋根を再び葺くための費
用が不足しています。そのため、NPO高知市民会議
によって立ち上げられた「こうち未来基金」を通し
て寄付を募っております！
「こうち未来基金」への寄付は、寄
附金控除、損金参入することができ
ます。右のQRコードから詳しい情
報をご覧いただけます。

御礼
11/3の大屋根修繕ワークショップでは、香南市夜須町・羽尾にあ

るお寺・長谷寺さんへみんなで瓦をもらいに行ってきました！いつも
活動を手伝ってくださっている左官さんがお仕事で長谷寺へ行った
折に、境内に古瓦が積まれていることを発見！さらに和裁士・みっち
ゃんともつながりがあることがわかり、住職さんを訪ねてご挨拶へ。
長谷寺さんは、羽尾で1200年の歴史があるお寺。現在、仏像の修理
を進めておられます。我々と思いが同じだということに気づき、こうや
って取り組んでいる方々がいらっしゃることに大きく励まされました。
快く瓦をお譲りいただき、ボランティアの方々にお手伝いいただき、
数回に分けて1500枚近くの瓦を赤れんが商家へ運び出しました。
瓦をお譲りくださった羽尾のみなさま、そしてお手伝いくださったみ
なさま、ありがとうございます！！とてもすてきなお寺です、ぜひみな
さん、一度訪れてみてくださいね(^ ^)

夜須町羽尾・長谷寺さんから瓦をおゆずりいただきました！！

本プロジェクトは関係機関と連携して初代赤岡村長の邸宅「赤れんが商家」の再生・活用へ向けた運営に取り組むと
ともに、香南市の地域資源を活かしたまちづくりに寄与することを目的とした団体です。
本活動は、公益財団法人高知県文化事業、及び公益信託大成建設自然・歴史環境基金の助成、（公社）高知県建築士
会青年委員会の後援により運営されています。

本堂の前から車が入るところまで、階段を瓦リレーで下ろします！！

1000枚を運び終えて集合写真！みっちゃんと長谷寺さんへご挨拶 初めて見る「山十万」という刻印を発見！ 山門の仁王像修復を進めておられます！

香宗川

あかお か駅（土佐くろしお鉄道）

赤れんが商家

赤岡小学校

絵金蔵 弁天座

あかおかわらばん! Vol.86

連絡先：akaokaakarenga@gmail.com
Facebook：https://www.facebook.com/akaokamachiya
HP：https://www.akaokaakarenga.org
Address：香南市赤岡町772-1

赤れんが商家へは高知龍馬空港から東に約5km

発行元：NPO法人すてきなまち・赤岡プロジェクト発行：2023年2月
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まちのシンボルを未来へ繋ぐために、応援をお願いします！
賛助会員・寄付金募集

①　賛助会員として応援する！ ②　こうち未来基金への寄付で応援する！

お問合せ：akaokaakarenga@gmail.com
　　　　　080-1432-4947（北山）

賛助会員年会費（個人・団体ともに）一口3,000円

ご入会くださる方は、下記へご連絡いただく
か、本プロジェクトHP、もしくは右のQRコ
ードからお申し込みいただけます。

土佐特有の文化である絵金の芝居絵屏風を、町の風景ととも
に未来につなげ、お祭りや町家等への関わりを通して豊かな
コミュニティを形成していくために、特定非営利活動法人す
てきなまち・赤岡プロジェクトの活動を資金的に支援してく
ださる「賛助会員」さんを広く募集しています。
ご支援・ご協力のほど、よろしくお願いいたします！

現在進めている大屋根修繕と耐震補強。今年の1月か
ら3月にクラウドファンディングを実施し、多くのご
支援をいただきましたが、屋根を再び葺くための費
用が不足しています。そのため、NPO高知市民会議
によって立ち上げられた「こうち未来基金」を通し
て寄付を募っております！
「こうち未来基金」への寄付は、寄
附金控除、損金参入することができ
ます。右のQRコードから詳しい情
報をご覧いただけます。

本プロジェクトは関係機関と連携して初代赤岡村長の邸宅「赤れんが商家」の再生・活用へ向けた運営に取り組むと
ともに、香南市の地域資源を活かしたまちづくりに寄与することを目的とした団体です。
本活動は、公益財団法人高知県文化事業、及び公益信託大成建設自然・歴史環境基金の助成、（公社）高知県建築士
会青年委員会の後援により運営されています。

報告報告 高知県文化人材育成プログラム vol.4 & 5
「歴史的建造物を守り活かす」に登壇しました！

地域の皆様のご協力で企画～準備～実施まで行う
ことができ、多くの方々にお越しいただきました！

企画した高知高専の北岡さん
設営では夜まで頑張りました！

山本所長から、「撒いた種はどう育つかわからない。けど、撒かないと育たない
から、撒き続けることが大切なんです」と、すてきな言葉をいただきました！

本町通にある
古民家やすや
お菓子屋さん、
駄菓子屋さん
として赤岡で
長く親しまれ
てきました。

アーツカウンシル高知主催
によるオンラインによるトークセッシ
ョンに登壇させていただきました！
本プロジェクトの北山・楠瀬、そして楠
瀬の勤務先である聖建築研究所の山
本恭弘所長、山本直子さんと共に、「
古民家が可能にする多様なコミュニ
ケーション」と題して、プロジェクトか
ら生まれるさまざまなつながりにつ
いてお話させていただきました。

「むかしの駄菓子屋やすや」 無事終了しました！
赤岡の暮らしを伝える無人ギャラリー

赤岡の暮らしを伝える
無人ギャラリーを、12月3日、4日、

1月8日、9日の計４日間行わせていただ
きました。4日間という短い期間でしたが、

多くの方に来ていただき，昔の暮らしや「やす
や」であった時のこと，地域の方の作品を見て
いただけたこと、心より感謝いたします。無人
ギャラリーを行う上で大変なこともありました
が、地域の方々に支えられ無事に終えること
ができました。これを機に、空き家を使っ
てみたいという人が現れ、赤岡の町
を楽しめる場所が増えてくれた

ら・・・と願っています。
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絵金文化を未来へつなぐまちづくりに取り組む
　　　　　　　「NPO 法人すてきなまち・赤岡プロジェクト」の情報発信誌

4
!"!#

$%&'&()*+,)*&-.+-/

!"!#"!$!%!&!'((()*+,89

絵金文化を未来へつなぐまちづくりに取り組む
　　　　　　　「NPO 法人すてきなまち・赤岡プロジェクト」の情報発信誌
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株式会社

株式会社

株式会社
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絵金文化を未来へつなぐまちづくりに取り組む
　　　　　　　「NPO 法人すてきなまち・赤岡プロジェクト」の情報発信誌
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AKAOKAWARABAN   Vol.92

絵金文化を未来へつなぐまちづくりに取り組む

　　　　　　　「NPO 法人すてきなまち・赤岡プロジェクト」の情報発信誌

AKAOKAWARABAN   Vol.94

絵金文化を未来へつなぐまちづくりに取り組む
　　　　　　　「NPO 法人すてきなまち・赤岡プロジェクト」の情報発信誌

どんな魔法も使えるようになる魔
法の本をさがして、マジョ × マ
ジョは旅に出た・・・・
こども食堂に、マジョマジョがやっ
てくる！お芝居を楽しんだ後に、
お腹いっぱいご飯をたべよう！

10.28 10.14
×

10.8

10
2023

Love Song 2023

 

土 文 金 風 風

非 人
赤 金 支

☆

Japan Live Yell project 
Washi＋Performing Arts?Project vol.7

9月15日（金）
9月16日（土）

13:00開場｜13:30開演
18:30開場｜19:00開演

＊いの町・柳野公民館公演：9月11日（月）、八代八幡宮公演：12日（火）13日（水）

10:30開場｜11:00開演

赤れんが商家の活動初期からアートプロジェクトを協働してきた
Washi+の浜田あゆみさんプロデュースによる「Kaji/楮」、　「人
造自然」の2本立ての新作パフォーマンスを上演します。
台湾の気鋭のアーティストLIU YEN CHENGとマカオ出身の
CHAN CHI CHENG、そして東京・高知在住のアーティストが集
い、和紙の原料である楮や、和紙の素材そのものに焦点を当てた
作品です。いの町柳野にある木造校舎の元小学校、赤岡ともつな
がりの深い八代の歌舞伎舞台、そして赤れんが商家。それぞれに
魅力のある3箇所でのツアー公演です。独創的な作品をお楽しみ
ください。

◆チケット予約方法◆
［メール］washiplustheater@gmail.com
［ショートメッセージ］090-9775-9504
［LINE］ID検索：@642unvdjまたは
QRコードから友達追加してください。
◆チケット料金◆
前売・当日一般 2,000円
高校生以下・シニア（65歳以上） 1,000円
未就学児無料

主催：高知県立美術館(公益財団法人高知県文化財団)、Washi+、La forêt(ラ・フォレ)
　　 公益社団法人日本芸能実演家団体協議会

◆お問合せ◆
［メール］washiplustheater@gmail.com
［電話］080-4323-1700

AKAOKAWARABAN   Vol.93

絵金文化を未来へつなぐまちづくりに取り組む
　　　　　　　「NPO 法人すてきなまち・赤岡プロジェクト」の情報発信誌
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AKAOKAWARABAN   Vol.99　March 2024

絵金文化を未来へつなぐまちづくりに取り組む
　　　　　　　「NPO 法人すてきなまち・赤岡プロジェクト」の情報発信誌

先月の岸本古民家調査では、「ぶっちょう」や
「大戸」の部材、貴重な家相図などをご提供
いただきました！岸本・赤岡で連携して展示
できないかな～～と、考えています(^ ^)

（土）

3
18（月）

付き

3
19（火）

3
9

（土）

3
16

2月はバレンタイン仕様のチョコパンケーキ
でした。3月のパンケーキもお楽しみに☆

2024
月号月号

AKAOKAWARABAN   Vol.98

絵金文化を未来へつなぐまちづくりに取り組む
　　　　　　　「NPO 法人すてきなまち・赤岡プロジェクト」の情報発信誌

少しずつ、瓦を運んでおります・・・！

2
10（土）

2
18（日）

♪

1.13 1.14

1 2024

AKAOKAWARABAN   Vol.97

絵金文化を未来へつなぐまちづくりに取り組む
　　　　　　　「NPO 法人すてきなまち・赤岡プロジェクト」の情報発信誌 謹
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photo by Yoshimasa Nakataphoto by Yoshimasa Nakata

みわたす限り、瓦、瓦、瓦・・・！
まちなか探偵団では
子どもたちが裏庭で遊んでくれました～！

こどもたちが遊べる、赤れんが広場に向けて・・・！

 

現在進めている大屋根修繕と耐震補強。２０２２年
の１月から３月にクラウドファンディングを実施
し、多くのご支援をいただきましたが、屋根を再び
葺くための費用が不足しています。そのため、NPO
高知市民会議によって立ち上げられた「こうち未来
基金」を通して寄付を募っておりま
す！「こうち未来基金」への寄付
は、寄附金控除、損金参入すること
ができます。右のQRコードから詳
しい情報をご覧いただけます。

AKAOKAWARABAN   Vol.95

絵金文化を未来へつなぐまちづくりに取り組む
　　　　　　　「NPO 法人すてきなまち・赤岡プロジェクト」の情報発信誌
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土 文 金 風 風

非 人
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AKAOKAWARABAN   Vol.53

絵金文化を未来へつなぐまちづくりに取り組む

　　　　　　　　　　　「すてきなまち・赤岡プロジェクト」の情報発信誌

＜10:00～17:00＞  

10･24
５

ー第７回トンテンカンテン進行中ー

か  ま  や

竈屋復活大作 !!
（日） （日）

工事に伴い、騒音、粉塵など周辺の皆さまにご迷惑おかけします。

ご理解のほど、どうぞよろしくお願いいたします。

4月のワークショップは中止とさせていただきましたが、密に接しないことを基本に、少人数でできることを行いました。廃材処理・ガラスの取り替え

・修繕用の材料置き場となっている東の土間の片付けや裏庭の整地、・お庭の手入れをなどを実施。少しずつ、今できることを行ってまいります。

＜重要なお知らせ＞今回のワークショップは、新型コロナウィルス感染対策のため、すてきなまち・赤岡プロジェクトメン

バーのみで実施いたします。ワークショップを楽しみにしてくださっていた皆様には大変申し訳ございません。

漆喰壁の完成までにはまだいくつかの工程がございます！状況が改善次第、皆様とのワークショップを再開いたしますの

で、そのときにはぜひご参加をお待ちしております！その日を楽しみに、今はみんなで踏ん張りましょう！なお、ワーク

ショップ当日の様子は、録画し、後日SNSやHPでのアップを予定していますので、ぜひご覧ください。

しっかり乾
燥して、次の

工程をまち
ゆうよ～！

注）今回は一般募集はございません。

2020
5月号

発行：2017年5月　発行元：絵金のまち・赤岡町家再生活用プロジェクトあかおかわらばん デザイン：佐々木崇典

連絡先：088-864-5583 ／ kitayama@ce.kochi-ct.ac.jp
　　　　（高知高専・北山）

Facebook：https://www.facebook.com/akaokamachiya

本プロジェクトは、高知高専北山研究室・（公財）高知県建築士会青年委員会・赤岡町を中心とした
地域住民らが連携し、地域貢献ができる技術者育成、持続的な地域振興、伝統木造文化の継承を
目指して活動する団体です。

赤れんが商家で「やってみる！」の一環で５月６日(土)に裏庭でバーベキューを
行いました。準備の間に、初めて訪れた方に赤れんが商家の中を案内する建物
ツアーをしました。今回は明るい時間だったこともあり、見やすく好評でした。
バーベキューの準備ができたところで乾杯です！みんなで持ち寄ったものを食べたり
飲んだりしながらなので話も盛り上がります。そんな中で「こんなまちにしていき
たいな」という意見を季節に合わせて“こいのぼり”に書いてもらい庭に吊るして
一人ずつ発表しました。沖縄から来た方、お遍路さんなど地域以外からも様々な人
からたくさんの意見を頂くことができました。小学生からも大人顔負けの意見が
上がったりしました。そして、赤れんが商家を運営しまちづくりを担う団体の名称
も決定したので再生活用にむけて更に頑張ります。　  （高知高専　岡村春華）

  4月23日(日)、久しぶりの修繕ワークショップを開催しました。高知高専の
学生、行政職員、プロジェクトメンバーなど総勢14名で、大工さん指導のも
と、賑やかに行われました。午前中は天井に残った桟や蟻道の除去、午後は
土間コン班・框班・カウンター班に分かれ、作業を進めていきました。桟の除
去では、なかなか抜けない釘と上から降り注ぐ砂埃に苦戦しました。午後の
作業では、私はたばこ屋のカウンターの底板を修繕しました。工具の使い方
や効率よい作業の進め方を教えてもらい、とても為になる時間となりました。
予定していた作業を無事に終え、また少し表情を変えた赤れんが商家。赤れ
んが商家の歴史に自分が手を加えたということはとても価値のある出来事だ
と感じました。これからも昔の雰囲気を失わない程度に、より長く使っていけ
るよう改修を進めていきたいです。　　　　　　 　（高知高専　窪田真衣）

5月の「コーヒー入ってます♪」は、まちや建物の疑問にお答えする「何で
も聞いて屋」を同時開催しました。5月は行楽にぴったりの季節ということ
で、オランダからのお遍路さん（！）や赤岡観光のお客様にたくさん立ち寄っ
ていただきました。特にオランダからのお遍路さんはあつらえ靴屋時代のミ
シンにお祖父さんのことを思い出したそう。時代や場所を超えて感じる懐か
しさ・温かさを大事に未来に伝えていきたいです。（川村）

+

本活動は、（公財）高知県文化財団の助成、高知県建築士会青年委員会の後援により行われています。
※次号より、「すてきなまち・赤岡プロジェクト」と共同発行していきます！詳しくは次号にて紹介します。

かまち

100 号でたどる100 号でたどる

【Vol.1　2015.6】 
高専生・建築士会有志を中心に「絵金のまち・
赤岡町家再生活用プロジェクト」を立ち上
げ！地域の方々への周知を目的にかわらば
ん発行開始。初めての赤煉瓦土間のお掃
除ワークショップや劣化状況調査を報告。

【Vol.3　2015.8】 
絵金祭りに初参加！寄付くださった方にかき
氷をご提供。これがきっかけとなり、演劇を
通して応援したい！といってくれた浜田あゆ
みさんとの繋がりが生まれ、赤れんが商家で
アートイベントが開催されるように！

【Vol.6　2015.11】 
延藤安弘先生による幻燈会を開催。これ
からの進め方 10 箇条を提案してくださり、
お得意の頭文字をつないで「赤れんが商家
再生」のキーワードが浮かび上がりました。
初めての演劇を行ったのもこの月でした！

【Vol.7　2015.12】 
赤岡の地場産業をめぐるまち歩きツ
アー「産業観光ツアー」を開催！赤岡
青果市場や横矢こんにゃく、岡田のお
んちゃんなどを訪ねました。最後は赤
れんが商家の活動紹介を行い、記念写
真をパシャリ！

【Vol.11　2016.5】 
しっかり情報を伝えたい！
ということで、A3 サイズで
隔月発行の試みを開始。こ
の時デザインされたロゴタ
イプは今も使われています。

【Vol.13　2016.9】 
作家・岡本弥太をテーマ
にした文学散歩を高知高
専と共同で企画。赤岡小
学校で教えていた弥太
は、赤れんが商家で靴を
誂えていたという歴史も
語り継がれています。

【Vol.17　2017.5】 
赤れんが商家活用ワーク
ショップをきっかけに、
さっしーがマスターをつ
とめる「コーヒー入って
ます」が開店！焙煎した
てのコーヒーが大好評！

【Vol.18　2017.6】 
地域の方々を招待して裏
庭で BBQ を開催！「こ
んな街にしたいな！」の
意見を出し合ったことか
ら、当時小学 4 年生だっ
た す ず ち ゃ ん の 一 声 か
ら、「す
て き な
ま ち・
赤 岡 プ
ロ ジ ェ
ク ト」
の 名 称
が 生 ま
れ ま し
た。

【Vol.19　2017.7】 
絵金祭りで荷物預かりを
担当。県外からの方や買
い物帰りの方が利用され
ました！
シアター
TACOGU
RA さ ん
による演
劇「耳 な
し 芳 一」
も大好評
でした！

【Vol.22　2017.10】 
赤煉瓦でできたかまどを再生するワーク
ショップを行いました！
かまどができたら早速かまどでご飯を炊いて
みるイベントを開催。参加費がお米 1 合とい
うのは今見てもナイスアイデアでした🌟

【Vol.25　2018.1】 
冬の夏祭りに合わせて、赤れんが商
家の歴史をもとにした朗読劇「あかあ
かさんぽ」を企画。赤岡中学校との協
働企画「古民家おそうじボランティア」
が始まったのもこの時からでした！

【Vol.27　2018.3】 
高専生による卒業研究発表
会を開催。2 年生の頃から
プロジェクトを手伝ってく
れ、赤れんが商家の耐震性
能について研究しました。

【Vol.28　2018.4】 
高知県立美術館の主催により、ピアニス
ト の 向 井 山 朋 子 さ ん の 企 画 に よ る パ
フォーマンス「HOME」を上演。これ以降、
ダンサー湯浅江麻さんや朋子さん・演出
の遠藤さんとの繋がりが生まれました！

【Vol.30　2018.6】 
「パンケーキカフェと和裁士さん」
の原型、「パンケーキ男子の会」
が開始！美味しいパンケーキが赤
れんが商家で食べれるようになっ
たのはこの頃からでした！！

【Vol.32　2018.8】 
トンテンカンテンシリー
ズ第一弾、赤煉瓦塀に併
設された表門の修繕を行
いました。「まちのあれこ
れ」の コ ー ナ ー で は、吉
川染め物店さんや近森パ
ンさんなど赤岡の企業や
工房を毎月訪ねて紹介し
ました。

【Vol.35　2018.11】 
トンテンカンテンシリー
ズ第二弾、南西側の庭作
りを行いました！高専生
が 赤 岡 の

「あ」を モ
チ ー フ に
デ ザ イ ン
し た 庭 は
今 で も 素
敵 ス ペ ー
スです。

【Vol.38　2019.2】 
パンケーキ男子の会に和裁
士の六久保さんが加入し

「パンケーキカフェと和裁
士」さんに！和裁で赤れん
が 商 家 を
訪 れ て く
だ さ る 方
が ぐ っ と
ふ え た の
は 嬉 し い
こ と で し
た♪

【Vol.43　2019.7】 
てんがいさん率いる「宵晴レ座」
による二人舞台「絵金縦遊伝」の
制作ドキュメンタリー映画を赤れ
んが商家にて上映。絵金祭りと同
時開催し、多くの方にご覧いただ
きました！

【Vol.46　2019.10】 
かまどのある台所を修繕する「竈
屋復活大作戦！」を決行。みんな
で考え、より使いやすくなるよう
に一部増築し、基礎・壁・屋根と
伝統木造建築の基本要素を学ぶこ
とができました。

【Vol.47　2019.11】 
建築士会全国大会にて地域実践活動と
してプロジェクトの活動を報告し、最
優秀賞を受賞！日本一をとることがで
きました！これをきっかけに全国の方々
にこの活動を知っていただくことができ
ました。

【Vol.50　2020.2】 
釜屋復活大作戦。傷んだ梁を取り
替えるため、柱から取り外したと
ころ、柱のほぞに「明治 13 年大造
作葺き替え」という記録を発見。
建築年代の大きなヒントが現れま
した。

【Vol.53　2020.5】 
コロナ禍に突入したた
め、参加者を募集せず、
メ ン バ ー の み で 集 ま
り、釜屋修繕を進めま
した。その代わりに「か
まやこぼれ話」として
記事を通して、伝統構
法の仕組みや良さを伝
えることにしました。

【Vol.56　2020.8】 
釜屋復活大作戦がい
よいよ最終回！
釜屋内に食器棚など
を 製 作
し、使い
勝手のよ
い釜屋が
完成しま
した！

【Vol.57　2020.9】 
4 回のワークショップ
で襖を張り替える「襖
学ーふすまなびー」を
開催。上田薫風堂の上
田博章さんに教えてい
ただきました。襖の中
に使われている裏張り
には、江戸後期のお酒
の 台 帳 が
用 い ら れ
て お り、
地 域 の お
宝 を 発 見
に 繋 が り
ました。

【Vol.60　2020.12】 
「襖学」ワークショップの最終
回！上田さんのお仕事について
のレクチャーを合わせて開催。
上張りの手順を教えていただき
ました。

【Vol.63　2021.3】 
既存の家具を使いやすくリメイクする

「お手入れ赤れんが」を開催！押入れに
キャスターとカウンターをつけ、移動
式のコーヒーカウンターとして再生！
春休みで帰省していた大学生が参加し
てくれて大活躍〜！

【Vol.66　2021.6】 
「お 手 入 れ 赤 れ ん が」
シリーズ。それまでベ
ニヤ板で塞がれていた
アーチの扉復活やコン
ポストの製作を行いま
した。

【Vol.68　2021.8】 
「お手入れ赤れんが」シ
リーズ、赤れんが塀の内
側・西側の庭に “まさ土”
を敷き、庭の手入れがし
やすいようにしました。

【Vol.89　2023.5】 
ようやく足場を外すことができ、葺き替
えられた屋根瓦がお目見え！
これに合わせて 7 年半ぶりに赤岡産業観
光ツアーも開催、3 回通してご参加くだ
さっている方もおり、久しぶりの再会が
できました！

【Vol.90　2023.6】 
これまで裏の畑の一角に
仮倉庫を設けていました
が、恒常的に保管する場

所 を 設 け
る た め、
単 管 を 用
い て、資
材 を 保 管
す る た め
の 倉 庫 を
製 作 し ま
した。

【Vol.92　2023.8】 
コロナ禍を経て久しぶ
りに通常通りの絵金祭
り が 開 催 さ れ ま し た。
私たちが活動を開始し
て以降、初めて赤れんが
商家に芝居絵屏風を飾る
ことができました。赤岡

を 拠 点 に
移動販売
を行うタ
ナカフェ
さ ん に
も 出 店
い た だ
き ま し
た！

【Vol.93　2023.9】 
いの町を拠点に活動する Washi＋による
和紙をテーマにした演劇・パフォーマン
ス「Kaji/ 楮・人造自然」を上演。今も
奉納歌舞伎が継承されている、いの町・
八代の歌舞伎舞台でも上演されました。

【Vol.94　2023.10】 
土蔵の床が傾いていたことから
調査を開始！また、裏庭に簡易
トイレを新たに設置。トイレの
囲いをつくることで以前より快
適に使っていただけるようにし
ました。

【Vol.95　2023.11】 
絵金蔵企画の「赤岡体験博」
が開催！パンケーキ作り体験
は大人気でキャンセル待ちが
出るほどでした。高知大学え
んむすび隊との協働企画まち
なか探偵団も好評でした！

【Vol.97　2024.1】 
11/23 に向井山朋子さん
によるピアノコンサー
ト「LoveSong2023」を
開催。赤岡中学校によ
る古民家お掃除ワーク
ショップも 6 年目に突
入！

【Vol.99　2024.3】 
新たなご縁が生まれ、安
心安全にこだわったソー
セージづくりやリップス
テ ィ ッ ク 作 り ワ ー ク
シ ョ ッ プ が 実 現 し ま し
た！

【Vol.100　2024.4】 
「あかおかわらばん！」の発行
100 号を達成！これと同時に国
の登録有形文化財への答申も行
われ、赤岡町では初の登録文化財
が誕生しました〜〜！

【Vol.98　2024.2】 
毎月第二土曜日に開催して
いる「パンケーキカフェと
和 裁 士 さ ん」。地 域 内 外 の
方々が集まるほっこり暖か
な場所となっています (^ ^)

【Vol.70　2021.10】 
これまで任意団体とし
て活動してきましたが、
高知県へ申請し、NPO
法人として新たな一歩
を 踏 み 出 し ま し た。
NPO 同士の繋がりも生
まれ、団体としての成
長を感じることができ
ました。

【Vol.73　2022.1】 
NPO 法人化をきっかけ
に、大屋根の葺き替え
を行うためのクラウド
フ ァ ン デ ィ ン グ を 開
始！クラファンサイト
のページづくりには約
1 年の期間を要しまし
たが、新た
な学びを得
る 機 会 と
な り、200
名 以 上 の
方々にご
支援いた
だきまし
た！！

【Vol.74　2022.3】 
クラウドファンディングでいただいたご寄付
を原資に大屋根修繕を開始！
初日は 20 名以上の方にご参加いただき、座
敷部分の瓦と土を下ろし終えることができ、
順調なスタートを切ることができました。

【Vol.75　2022.4】 
赤れんが商家にグランドピアノを
設 置 し、向 井 山 朋 子 さ ん の��������������������������
ピアノコンサートを行いました！
屋根修繕では、春休みに延べ 200
名のボランティアの方々にお手伝
いいただきました。

【Vol.76　2022.5】 
自衛隊の方々にご協力いただ
き、内部の壁の撤去作業を行
いました！
東の土間と西のミセ空間が繋
がり、ダイナミックな空間が
生まれました。

【Vol.80　2022.8】 
改修・活用事例の参考
に岸本地区の「かっぱ
や」さんの見学へ。ま
た、夜須の古民家やお
寺へ瓦をいただきに伺
いました。
瓦 の ご 寄
付 を き っ
か け に 新
た な ご 縁
を い た だ
く こ と が
で き ま し
た！

【Vol.84　2022.12】 
屋根の下地となる母屋
が傷んでいたため、大
工さんと一緒にまち P
メンバーも力を合わせ
て木工事を行い、よう
やく瓦葺きに着手する
ことができました！

【Vol.86　2023.2】 
本町の真ん中に位置する

「やすや」を高専生が改
修、期間限定の無人ギャ
ラリがオープン！冬の夏
祭りと平日にも開催し、
地域内外の方々にやすや
の歴史を知っていただく
ことができました。

【Vol.88　2023.4】 
社会福祉協議会さん主催によ
り、赤れんが商家にこども食堂
が開店！ 100 名近くの子どもた
ちが赤れんが商家での昼食の時
間を楽しんでくれました。

【Vol.42　2019.6】 
江戸期建造の町家の資料整理
を さ せ て い た だ く ワ ー ク
ショップを開
催。赤れんが
商家以外の町
家にアプロー
チすることが
できた貴重な
機会でした。

【Vol.1　2015.6】 
高専生・建築士会有志を中心に「絵金のまち・
赤岡町家再生活用プロジェクト」を立ち上
げ！地域の方々への周知を目的にかわらば
ん発行開始。初めての赤煉瓦土間のお掃
除ワークショップや劣化状況調査を報告。

【Vol.3　2015.8】 
絵金祭りに初参加！寄付くださった方にかき
氷をご提供。これがきっかけとなり、演劇を
通して応援したい！といってくれた浜田あゆ
みさんとの繋がりが生まれ、赤れんが商家で
アートイベントが開催されるように！

【Vol.6　2015.11】 
延藤安弘先生による幻燈会を開催。これ
からの進め方 10 箇条を提案してくださり、
お得意の頭文字をつないで「赤れんが商家
再生」のキーワードが浮かび上がりました。
初めての演劇を行ったのもこの月でした！

【Vol.7　2015.12】 
赤岡の地場産業をめぐるまち歩きツ
アー「産業観光ツアー」を開催！赤岡
青果市場や横矢こんにゃく、岡田のお
んちゃんなどを訪ねました。最後は赤
れんが商家の活動紹介を行い、記念写
真をパシャリ！

【Vol.11　2016.5】 
しっかり情報を伝えたい！
ということで、A3 サイズで
隔月発行の試みを開始。こ
の時デザインされたロゴタ
イプは今も使われています。

【Vol.13　2016.9】 
作家・岡本弥太をテーマ
にした文学散歩を高知高
専と共同で企画。赤岡小
学校で教えていた弥太
は、赤れんが商家で靴を
誂えていたという歴史も
語り継がれています。

【Vol.17　2017.5】 
赤れんが商家活用ワーク
ショップをきっかけに、
さっしーがマスターをつ
とめる「コーヒー入って
ます」が開店！焙煎した
てのコーヒーが大好評！

【Vol.18　2017.6】 
地域の方々を招待して裏
庭で BBQ を開催！「こ
んな街にしたいな！」の
意見を出し合ったことか
ら、当時小学 4 年生だっ
た す ず ち ゃ ん の 一 声 か
ら、「す
て き な
ま ち・
赤 岡 プ
ロ ジ ェ
ク ト」
の 名 称
が 生 ま
れ ま し
た。

【Vol.19　2017.7】 
絵金祭りで荷物預かりを
担当。県外からの方や買
い物帰りの方が利用され
ました！
シアター
TACOGU
RA さ ん
による演
劇「耳 な
し 芳 一」
も大好評
でした！

【Vol.22　2017.10】 
赤煉瓦でできたかまどを再生するワーク
ショップを行いました！
かまどができたら早速かまどでご飯を炊いて
みるイベントを開催。参加費がお米 1 合とい
うのは今見てもナイスアイデアでした🌟

【Vol.25　2018.1】 
冬の夏祭りに合わせて、赤れんが商
家の歴史をもとにした朗読劇「あかあ
かさんぽ」を企画。赤岡中学校との協
働企画「古民家おそうじボランティア」
が始まったのもこの時からでした！

【Vol.27　2018.3】 
高専生による卒業研究発表
会を開催。2 年生の頃から
プロジェクトを手伝ってく
れ、赤れんが商家の耐震性
能について研究しました。

【Vol.28　2018.4】 
高知県立美術館の主催により、ピアニス
ト の 向 井 山 朋 子 さ ん の 企 画 に よ る パ
フォーマンス「HOME」を上演。これ以降、
ダンサー湯浅江麻さんや朋子さん・演出
の遠藤さんとの繋がりが生まれました！

【Vol.30　2018.6】 
「パンケーキカフェと和裁士さん」
の原型、「パンケーキ男子の会」
が開始！美味しいパンケーキが赤
れんが商家で食べれるようになっ
たのはこの頃からでした！！

【Vol.32　2018.8】 
トンテンカンテンシリー
ズ第一弾、赤煉瓦塀に併
設された表門の修繕を行
いました。「まちのあれこ
れ」の コ ー ナ ー で は、吉
川染め物店さんや近森パ
ンさんなど赤岡の企業や
工房を毎月訪ねて紹介し
ました。

【Vol.35　2018.11】 
トンテンカンテンシリー
ズ第二弾、南西側の庭作
りを行いました！高専生
が 赤 岡 の

「あ」を モ
チ ー フ に
デ ザ イ ン
し た 庭 は
今 で も 素
敵 ス ペ ー
スです。

【Vol.38　2019.2】 
パンケーキ男子の会に和裁
士の六久保さんが加入し

「パンケーキカフェと和裁
士」さんに！和裁で赤れん
が 商 家 を
訪 れ て く
だ さ る 方
が ぐ っ と
ふ え た の
は 嬉 し い
こ と で し
た♪

【Vol.43　2019.7】 
てんがいさん率いる「宵晴レ座」
による二人舞台「絵金縦遊伝」の
制作ドキュメンタリー映画を赤れ
んが商家にて上映。絵金祭りと同
時開催し、多くの方にご覧いただ
きました！

【Vol.46　2019.10】 
かまどのある台所を修繕する「竈
屋復活大作戦！」を決行。みんな
で考え、より使いやすくなるよう
に一部増築し、基礎・壁・屋根と
伝統木造建築の基本要素を学ぶこ
とができました。

【Vol.47　2019.11】 
建築士会全国大会にて地域実践活動と
してプロジェクトの活動を報告し、最
優秀賞を受賞！日本一をとることがで
きました！これをきっかけに全国の方々
にこの活動を知っていただくことができ
ました。

【Vol.50　2020.2】 
釜屋復活大作戦。傷んだ梁を取り
替えるため、柱から取り外したと
ころ、柱のほぞに「明治 13 年大造
作葺き替え」という記録を発見。
建築年代の大きなヒントが現れま
した。

【Vol.53　2020.5】 
コロナ禍に突入したた
め、参加者を募集せず、
メ ン バ ー の み で 集 ま
り、釜屋修繕を進めま
した。その代わりに「か
まやこぼれ話」として
記事を通して、伝統構
法の仕組みや良さを伝
えることにしました。

【Vol.56　2020.8】 
釜屋復活大作戦がい
よいよ最終回！
釜屋内に食器棚など
を 製 作
し、使い
勝手のよ
い釜屋が
完成しま
した！

【Vol.57　2020.9】 
4 回のワークショップ
で襖を張り替える「襖
学ーふすまなびー」を
開催。上田薫風堂の上
田博章さんに教えてい
ただきました。襖の中
に使われている裏張り
には、江戸後期のお酒
の 台 帳 が
用 い ら れ
て お り、
地 域 の お
宝 を 発 見
に 繋 が り
ました。

【Vol.60　2020.12】 
「襖学」ワークショップの最終
回！上田さんのお仕事について
のレクチャーを合わせて開催。
上張りの手順を教えていただき
ました。

【Vol.63　2021.3】 
既存の家具を使いやすくリメイクする

「お手入れ赤れんが」を開催！押入れに
キャスターとカウンターをつけ、移動
式のコーヒーカウンターとして再生！
春休みで帰省していた大学生が参加し
てくれて大活躍〜！

【Vol.66　2021.6】 
「お 手 入 れ 赤 れ ん が」
シリーズ。それまでベ
ニヤ板で塞がれていた
アーチの扉復活やコン
ポストの製作を行いま
した。

【Vol.68　2021.8】 
「お手入れ赤れんが」シ
リーズ、赤れんが塀の内
側・西側の庭に “まさ土”
を敷き、庭の手入れがし
やすいようにしました。

【Vol.89　2023.5】 
ようやく足場を外すことができ、葺き替
えられた屋根瓦がお目見え！
これに合わせて 7 年半ぶりに赤岡産業観
光ツアーも開催、3 回通してご参加くだ
さっている方もおり、久しぶりの再会が
できました！

【Vol.90　2023.6】 
これまで裏の畑の一角に
仮倉庫を設けていました
が、恒常的に保管する場

所 を 設 け
る た め、
単 管 を 用
い て、資
材 を 保 管
す る た め
の 倉 庫 を
製 作 し ま
した。

【Vol.92　2023.8】 
コロナ禍を経て久しぶ
りに通常通りの絵金祭
り が 開 催 さ れ ま し た。
私たちが活動を開始し
て以降、初めて赤れんが
商家に芝居絵屏風を飾る
ことができました。赤岡

を 拠 点 に
移動販売
を行うタ
ナカフェ
さ ん に
も 出 店
い た だ
き ま し
た！

【Vol.93　2023.9】 
いの町を拠点に活動する Washi＋による
和紙をテーマにした演劇・パフォーマン
ス「Kaji/ 楮・人造自然」を上演。今も
奉納歌舞伎が継承されている、いの町・
八代の歌舞伎舞台でも上演されました。

【Vol.94　2023.10】 
土蔵の床が傾いていたことから
調査を開始！また、裏庭に簡易
トイレを新たに設置。トイレの
囲いをつくることで以前より快
適に使っていただけるようにし
ました。

【Vol.95　2023.11】 
絵金蔵企画の「赤岡体験博」
が開催！パンケーキ作り体験
は大人気でキャンセル待ちが
出るほどでした。高知大学え
んむすび隊との協働企画まち
なか探偵団も好評でした！

【Vol.97　2024.1】 
11/23 に向井山朋子さん
によるピアノコンサー
ト「LoveSong2023」を
開催。赤岡中学校によ
る古民家お掃除ワーク
ショップも 6 年目に突
入！

【Vol.99　2024.3】 
新たなご縁が生まれ、安
心安全にこだわったソー
セージづくりやリップス
テ ィ ッ ク 作 り ワ ー ク
シ ョ ッ プ が 実 現 し ま し
た！

【Vol.100　2024.4】 
「あかおかわらばん！」の発行
100 号を達成！これと同時に国
の登録有形文化財への答申も行
われ、赤岡町では初の登録文化財
が誕生しました〜〜！

【Vol.98　2024.2】 
毎月第二土曜日に開催して
いる「パンケーキカフェと
和 裁 士 さ ん」。地 域 内 外 の
方々が集まるほっこり暖か
な場所となっています (^ ^)

【Vol.70　2021.10】 
これまで任意団体とし
て活動してきましたが、
高知県へ申請し、NPO
法人として新たな一歩
を 踏 み 出 し ま し た。
NPO 同士の繋がりも生
まれ、団体としての成
長を感じることができ
ました。

【Vol.73　2022.1】 
NPO 法人化をきっかけ
に、大屋根の葺き替え
を行うためのクラウド
フ ァ ン デ ィ ン グ を 開
始！クラファンサイト
のページづくりには約
1 年の期間を要しまし
たが、新た
な学びを得
る 機 会 と
な り、200
名 以 上 の
方々にご
支援いた
だきまし
た！！

【Vol.74　2022.3】 
クラウドファンディングでいただいたご寄付
を原資に大屋根修繕を開始！
初日は 20 名以上の方にご参加いただき、座
敷部分の瓦と土を下ろし終えることができ、
順調なスタートを切ることができました。

【Vol.75　2022.4】 
赤れんが商家にグランドピアノを
設 置 し、向 井 山 朋 子 さ ん の��������������������������
ピアノコンサートを行いました！
屋根修繕では、春休みに延べ 200
名のボランティアの方々にお手伝
いいただきました。

【Vol.76　2022.5】 
自衛隊の方々にご協力いただ
き、内部の壁の撤去作業を行
いました！
東の土間と西のミセ空間が繋
がり、ダイナミックな空間が
生まれました。

【Vol.80　2022.8】 
改修・活用事例の参考
に岸本地区の「かっぱ
や」さんの見学へ。ま
た、夜須の古民家やお
寺へ瓦をいただきに伺
いました。
瓦 の ご 寄
付 を き っ
か け に 新
た な ご 縁
を い た だ
く こ と が
で き ま し
た！

【Vol.84　2022.12】 
屋根の下地となる母屋
が傷んでいたため、大
工さんと一緒にまち P
メンバーも力を合わせ
て木工事を行い、よう
やく瓦葺きに着手する
ことができました！

【Vol.86　2023.2】 
本町の真ん中に位置する

「やすや」を高専生が改
修、期間限定の無人ギャ
ラリがオープン！冬の夏
祭りと平日にも開催し、
地域内外の方々にやすや
の歴史を知っていただく
ことができました。

【Vol.88　2023.4】 
社会福祉協議会さん主催によ
り、赤れんが商家にこども食堂
が開店！ 100 名近くの子どもた
ちが赤れんが商家での昼食の時
間を楽しんでくれました。

【Vol.42　2019.6】 
江戸期建造の町家の資料整理
を さ せ て い た だ く ワ ー ク
ショップを開
催。赤れんが
商家以外の町
家にアプロー
チすることが
できた貴重な
機会でした。
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まちのシンボルを未来へ繋ぐために、応援をお願いします！
賛助会員・寄付金募集

① 賛助会員として応援する！ ② こうち未来基金への寄付で応援する！

お問合せ：akaokaakarenga@gmail.com
　　　　　050-5899-0258（北山）

賛助会員年会費（個人・団体ともに）一口 3,000円

ご入会くださる方は、下記へご連絡いただく
か、本プロジェクトHP、もしくは右のQRコ
ードからお申し込みいただけます。

土佐特有の文化である絵金の芝居絵屏風を、町の風景ととも
に未来につなげ、お祭りや町家等への関わりを通して豊かな
コミュニティを形成していくために、特定非営利活動法人す
てきなまち・赤岡プロジェクトの活動を資金的に支援してく
ださる「賛助会員」さんを広く募集しています。
ご支援・ご協力のほど、よろしくお願いいたします！

現在進めている大屋根修繕と耐震補強。２０２２年
の１月から３月にクラウドファンディングを実施
し、多くのご支援をいただきましたが、屋根を再び
葺くための費用が不足しています。そのため、NPO
高知市民会議によって立ち上げられた「こうち未来
基金」を通して寄付を募っておりま
す！「こうち未来基金」への寄付
は、寄附金控除、損金参入すること
ができます。右のQRコードから詳
しい情報をご覧いただけます。

本プロジェクトは関係機関と連携して初代赤岡村長の邸宅「赤れんが商家」の再生・活用へ向けた運営に

取り組むとともに、香南市の地域資源を活かしたまちづくりに寄与することを目的とした団体です。

本活動は、正会員・賛助会員・こうち未來基金を通したご寄付、公益財団法人新井財団、

（公社）高知県建築士会青年委員会の後援により運営されています。

報告

明治前期建造の土蔵 煉瓦造の排水枡を備えた深井戸 タバコ屋カウンターをスリムに改変 今日もみんなありがとう！！

「旧小松家住宅」として
　　　　　国の登録有形文化財へ！

修繕ワークショップを開催！

　　　　3月のワークショップは、有形文化財への登録を受け、小松
与右衛門ってどんな人？ということがわかる展示を赤れんが商家内
に設けよう！ということで、展示スペースをつくることに。
　はじめに小松与右衛門の来歴と、様々な展示の方法をスライドを
用いて説明しました。その後、どんなふうに展示するかを、手を動かし
ながら徐々に考え、かつてのタバコと靴のショーケースを直すことに
しました。傷んだ部材を交換し、スペースに合わせて一部を改変。ガ
ラスを綺麗に磨くと、素敵なショーケースに生まれ変わりました！春
休みということもあり、多くの方が参加くださり、初
参加の方もいれば、卒業・就職で高知を離れると
いう方も。お昼はかまどご飯とBBQで卒業祝い
のミニパーティで楽しみました！

　　　今年度は、約1年をかけて国の登録有形文化財とするこ
とを一つの目標として調査や書類の作成を進めてきました。登
録有形文化財は、より多くの歴史的建造物の保存・活用を図る
ことを目指した制度で、建築後50年以上を経過し、国の文化審
議会の審議を経て登録されるものです。
　今回、赤れんが商家の主屋・土蔵・煉瓦塀と門・井戸の4つ
の物件について申請しました。調査を進める中で、初代赤岡村
長として町の発展に尽力した小松与右衛門は、明治30年に、仲
間と共に、「土佐煉瓦陶器合資会社」を設立し、煉瓦を製造し
品質向上の努力をしたことなどが明らかになりました。この煉
瓦製造は高知県内でも当初期にあたり、県内の煉瓦建築の系
譜において重要なものと言えます。登録を通して、より多くの人
に、赤岡の町の価値や魅力を伝えていきたいと考えています！

報告

しつらい




